
円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て
ᴷ
⽝K
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
教
判
説
を
中
心
に
ᴷ
ᴷ

萩

野

翔

太

は
じ
め
に

本
稿
で
は
円
珍
（
八
一
四
ᴷ
八
九
一
）
の
⽝
法
華
論
記
⽞
を
天
台
思
想
史
上

に
位
置
づ
け
る
た
め
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
教
判

説
の
記
述
に
焦
点
を
当
て
、
円
珍
の
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
の
特
徴
を
検
討
す
る
。

⽝
法
華
論
記
⽞
は
、
世
親
（
五
世
紀
頃
）
造
の
⽝
妙
法
ẃ
華
経
論
優
波
提
舎①
⽞

（
以
下
、⽝
法
華
論
⽞）
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
。⽝
法
華
論
記
⽞
の
全
体
的
な

特
徴
は
、
智
顗
（
五
三
八
ᴷ
五
九
七
）
説
灌
頂
（
五
六
一
ᴷ
六
三
二
）
記
の
⽝
法

華
文
句
⽞
や
湛
然
（
七
一
一
ᴷ
七
八
二
）
の
⽝
法
華
文
句
記
⽞
を
は
じ
め
と
す

る
天
台
章
疏
を
多
く
引
用
し
、
天
台
の
立
場
か
ら
⽝
法
華
論
⽞
を
注
釈
し
て
い

る
点
や
、
密
教
に
よ
る
解
釈
は
僅
か
で
あ
る
点
な
ど
が
先
行
研
究
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
て
い
る②
。
ま
た
、
随
所
に
お
い
て
吉
蔵
（
五
四
九
ᴷ
六
二
三
）
の
⽝
法

華
義
疏
⽞
や
基
（
六
三
二
ᴷ
六
八
二
）
の
⽝
法
華
玄
賛
⽞
な
ど
に
も
と
づ
く
解

釈
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る③
。
実
際
に
⽝
法
華
論
記
⽞

を
確
認
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
指
摘
は
概
ね
首
肯
で
き
る
。
一
方
で
、⽝
法
華
論

記
⽞
で
扱
わ
れ
て
い
る
個
別
の
教
説
に
関
し
て
は
、
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
。⽝
法
華
論
記
⽞
自
体
は
十
巻
十
七
冊
に
も
及
ぶ
大
部
の
書
で
あ
る
が
、

そ
の
多
く
が
天
台
章
疏
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
円
珍
の
自
説
部
分
は
少
な
い
。

冒
頭
か
ら
分
科
と
随
文
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
論
題
の
注
釈
や
玄
義
的
な

解
釈
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
円
珍
の
他
の
著
述
と
思
想
の
面
で
比
較
可
能
な
箇

所④
を
除
き
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
点
が
多
い
。
ま
た
、⽝
法
華
論
記
⽞

は
随
所
で
基
の
⽝
法
華
玄
賛
⽞
に
よ
る
⽝
法
華
論
⽞
の
解
釈
を
は
じ
め
と
す
る

法
相
宗
の
教
説
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
最
澄
（
七
六
六
／
七
六
七

ᴷ
八
二
二
）
と
徳
一
（
七
六
〇
頃
ᴷ
八
四
〇
頃
）
に
よ
る
一
三
権
実
論
争
の
延
長

に
⽝
法
華
論
記
⽞
を
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、⽝
法
華

論
記
⽞
に
は
現
存
す
る
最
澄
の
諸
文
献
か
ら
の
直
接
的
・
間
接
的
な
引
用
が
現

時
点
で
確
認
で
き
な
い⑤
。
ま
た
、
最
澄
以
降
の
論
争
を
継
承
し
て
い
る
源
信

（
九
四
二
ᴷ
一
〇
一
七
）
の
⽝
一
乗
要
決
⽞
に
は
⽝
法
華
論
記
⽞
の
引
用
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
も
相
ま
っ
て
か
、⽝
法
華
論
記
⽞
を

天
台
宗
と
法
相
宗
の
論
争
史
上
に
具
体
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
確
認
し
た
限

り
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い⑥
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
⽝
法
華
論
記
⽞
の
思
想
や
教
学
史
上
の
位
置
づ
け
を
明

円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て

五
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ら
か
に
す
る
た
め
の
足
が
か
り
と
し
て
、
教
判
に
注
目
す
る
。
教
判
は
、
特
定

の
人
師
や
学
派
・
宗
派
の
経
典
観
、
教
学
大
系
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
円
珍
が
教
判
を
い
か
に
理
解
し
、
注
釈
に
用
い
て
い
た
の
か
を
知
る

こ
と
は
、⽝
法
華
論
記
⽞
の
思
想
を
検
討
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
。⽝
法
華
論
記
⽞
に
は
、
教
判
の
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
る
箇
所
は
な
い
が
、

天
台
の
教
判
を
踏
ま
え
な
が
ら
注
釈
す
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
円
珍

が
依
用
し
た
教
判
説
の
大
枠
を
確
認
す
る
。
次
に
、
八
教
や
四
教
な
ど
の
⽝
法

華
論
記
⽞
に
お
け
る
教
判
の
用
例
を
抽
出
検
討
し
、
円
珍
の
⽝
法
華
論
⽞
解
釈

に
み
ら
れ
る
一
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
、
円
珍
が
依
用
し
た
教
判
説
に
つ
い
て

天
台
宗
に
属
す
る
円
珍
が
依
用
し
た
教
判
の
大
枠
は
、
五
時
（
華
厳
・
阿

含
・
方
等
・
般
若
・
法
華
涅
槃
）
と
化
儀
四
教
（
頓
・
漸
・
秘
密
不
定
・
顕
露
不

定
）、
化
法
四
教
（
蔵
・
通
・
別
・
円
）
か
ら
な
る
い
わ
ゆ
る
五
時
八
教
で
あ
る⑦
。

ま
た
、
湛
然
の
教
学
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、⽝
法
華
経
⽞
を
他
経
と
比

べ
て
格
別
な
経
と
す
る
い
わ
ゆ
る
法
華
超
八
、
超
八
醍
醐
の
説
も
依
用
し
て
い

る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
入
唐
中
（
八
五
三
ᴷ
八
五
八
）
に
良
諝
か
ら
授
か
っ
た

教
説
や
、
最
澄
以
来
の
日
本
に
お
け
る
天
台
教
学
の
影
響
も
受
け
て
い
る
と
見

て
よ
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
円
珍
が
法
華
超
八
の
教
判
説
を
主
張
し
て

い
る
こ
と
は
種
々
述
べ
ら
れ
て
い
る⑧
。
特
に
、
円
珍
以
前
の
日
本
天
台
の
諸
師

と
異
な
る
点
は
、
良
諝
の
説
を
も
と
に
法
華
超
八
の
理
論
を
展
開
し
た
た
め
で

あ
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る⑨
。
例
え
ば
、
円
珍
が
晩
年
に
撰
述
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
⽝
授
決
集
⽞
の
⽛
法
華
不
摂
八
教
中
円
教
決
第
四⑩
⽜
で
は
、
八

教
が
⽝
法
華
経
⽞
を
摂
す
る
こ
と
が
な
い
と
論
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
法
華

超
八
の
典
拠
に
あ
た
る
経
疏
や
良
諝
の
釈⑪
が
引
用
さ
れ
た
後
に
、

絶
非
𥿜八
教
摂
𥾀。
既
言
𦗺出
𥿜頓
漸
外
𥾀。
請
観
𥿜竟
字
𥾀。
何
以
不
𦗺観
𦗺之
。
将
𥿜

出
外
之
円
𥾀入
𥿜于
頓
漸
内
𥾀乎
。
籤
中
与
奪
、
約
𥿜相
対
門
𥾀暫
設
𥿜与
義
𥾀、

実
非
𥿜正
義
𥾀〈
記
云
。⽛
先
約
𥿜相
待
𥾀以
判
𦗺麁
。
次
約
𥿜絶
待
𥾀以
弁
𦗺妙
⽜。

可
𦊼以
𦗺此
会
𥿜籤
文
𥾀也
〉。
彼
八
中
円
、
是
所
生
之
円
、
能
帰
之
円
、
所

融
之
円
、
帯
麁
之
円
、
如
𦗺是
不
𦗺及
更
不
𦗺可
𦗺計
。
故
依
𥿜絶
待
𥾀奪
義
為
𦗺

正
。
若
猶
以
𦗺与
為
𥿜正
義
𥾀者
、
豈
与
𥿜兼
別
之
円
、
対
三
之
円
、
帯
二
之

円
𥾀異
乎
。
大
乖
𥿜経
疏
記
等
極
成
之
旨
𥾀。
漸
頓
泯
合
部
円
教
円
、
是
合
非
𥿜

不
合
𥾀。
会
𥿜八
教
𥾀帰
𦗺一
。
是
醍
醐
非
𥿜四
味
𥾀。
不
𦗺然
并
会
親
族
国
王
大

臣
諸
文
、
恐
為
𥿜徒
設
𥾀。
言
𥿜泯
合
𥾀者
、
非
頓
非
漸
究
極
之
円
也
。
既
融
𥿜

四
味
𥾀成
𥿜於
醍
醐
𥾀、
更
無
𥿜他
味
𥾀。
再
三
説
言
𦊼唯
有
𥿜一
乗
𥾀。
教
部
俱
円
更

覓
𥿜何
文
𥾀。
猶
若
不
𦗺会
〈
会
者
知
也
〉。
担
𦗺経
覓
𦗺経
。
何
異
𥿜盲
聾
𥾀。
台

山
両
答
未
𦗺究
𥿜宗
意
𥾀。
今
示
𥿜誠
文
𥾀。
後
賢
詳
𦗺之
。

（
智
證
全
上
・
三
三
八
頁
上
ᴷ
下
）

と
あ
り
、⽝
法
華
経
⽞
が
八
教
に
お
さ
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
湛
然
の
⽝
法
華
玄
義
釈
籤
⽞
に
説
か
れ
る
与
釈
と
奪
釈
の
う
ち
、
相

待
門
の
立
場
か
ら
与
釈
の
義
を
設
け
る
の
は
正
義
で
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

与
釈
の
立
場
で
の
円
教
は
、
兼
別
の
円
（
華
厳
時
）、
対
三
の
円
（
方
等
時
）、

六
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帯
二
の
円
（
般
若
時
）
と
同
じ
で
あ
り
、
純
粋
な
円
教
で
な
い
。
こ
の
た
め
、

絶
待
の
立
場
か
ら
奪
義
を
正
義
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、⽛
台
山
両

答
未
究
宗
意
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
円
澄
問
の
⽛
唐
決
⽜
に
お
け
る
広
修
と
維
蠲

に
よ
る
答
え
を
宗
意
を
極
め
て
い
な
い
と
す
る
。

円
珍
が
依
用
し
た
教
判
説
の
大
枠
は
概
ね
以
上
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
次
章
か
ら
⽝
法
華
論
記
⽞
の
教
判
に
関
す
る
用
例
を

検
討
し
て
い
く
。

二
、⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
八
教

⽝
法
華
論
記
⽞
に
は
、
教
判
を
詳
細
に
示
す
箇
所
は
な
い
。
ま
た
、
経
で
は

な
く
論
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
⽝
法
華
論
⽞
自
体
を
教
判
上
ど
こ
に
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
論
じ
る
こ
と
は
な
さ
れ
な
い⑫
。
こ
の
た
め
、
円
珍

が
⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
い
て
天
台
教
判
を
ど
の
よ
う
に
依
用
し
た
か
に
つ
い
て

は
、
八
教
や
四
教
な
ど
の
用
例
を
抽
出
し
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
円
珍
が
依
用
し
た
教
判
は
い
わ
ゆ
る
五
時
八
教
や
法
華

超
八
の
説
で
あ
る
が
、⽝
法
華
論
記
⽞
で
は
五
時
八
教
や
法
華
超
八
の
語
そ
の

も
の
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
基
本
的
に
八
教
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

成
語
に
近
い
も
の
と
し
て
四
時
八
教
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
華

超
八
の
語
自
体
は
確
認
で
き
な
い
が
、
法
華
超
八
に
相
当
す
る
記
述
は
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
⽛
不
摂
八
教
⽜
の
記
述
が
な
さ
れ
て

い
る
箇
所
と
、
先
行
研
究
で
目
立
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
四
時
八
教
の

語
の
用
例
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。

二
ᴷ
一
、⽛
不
摂
八
教
⽜
の
用
例

⽝
法
華
論
記
⽞
に
は
、⽛
不
摂
八
教
⽜
の
用
例
が
一
箇
所
あ
る
。
先
行
研
究
に

お
い
て
も
法
華
超
八
の
用
例
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、⽛
不
摂
八
教
⽜
が

ど
の
よ
う
な
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
が
な
さ
れ
て

い
な
い⑬
。
そ
の
た
め
、
本
節
で
は
⽛
不
摂
八
教
⽜
が
用
い
ら
れ
る
ま
で
の
記
述

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

⽛
不
摂
八
教
⽜
は
⽝
法
華
論
記
⽞
巻
三
本
に
お
け
る
、⽝
法
華
論
⽞
の
⽛
依
𥿜

止
説
因
𥾀成
就
者⑭
⽜
以
降
の
文
を
注
釈
す
る
箇
所
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

論
⽛
依
止
説
因
成
就
⽜
已
下
、
第
五
釈
𥿜依
止
説
因
円
満
𥾀。
大
分
為
𦗺二
。

第
一
釈
𥿜論
文
𥾀。
初
気
文
。
第
二
釈
𥿜瑞
相
𥾀。
（
智
證
全
上
・
八
七
頁
上
）

と
あ
り
、
最
初
に
⽝
法
華
論
⽞
の
文
に
対
す
る
注
釈
が
な
さ
れ
、
次
に
瑞
相
に

対
す
る
解
釈
す
る
箇
所
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、⽛
不
摂
八
教
⽜
は
瑞
相
を

解
釈
す
る
箇
所
に
あ
る
。
瑞
相
を
解
釈
す
る
箇
所
で
は
、

第
二
釈
𥿜瑞
相
𥾀者
、
今
依
𥿜師
宗
𥾀。
帖
𥿜釈
経
論
𥾀令
𥿜文
分
明
𥾀。
大
師
釈
曰
。

⽛
放
光
一
瑞
若
分
𥿜其
文
𥾀属
𥿜此
土
第
六
相
𥾀。
若
属
𥿜他
土
𥾀即
是
総
相
照
𥿜

他
土
𥾀文
。
次
明
𦮴光
照
𥿜他
土
𥾀六
瑞
𦨪者
、
一
見
𥿜六
趣
𥾀、
二
見
𥿜諸
仏
𥾀、

即
是
上
聖
下
凡
為
𥿜一
双
𥾀。
今
指
𥿜文
拠
𥾀。
従
𥿜⽛
爾
時
仏
放
眉
間
白
毫
相

光
⽜
𥾀下
迄
𥿜⽛
又
見
彼
土
現
在
諸
仏
⽜
𥾀也
。
即
是
論
文
⽛
器
世
間
及
衆

生
世
間
数
量
種
種
具
染
差
別
⽜
及
四
種
観
中
第
一
食
也
。
三
聞
𥿜仏
説
法
𥾀、

円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て

六
一



四
見
𥿜四
衆
得
道
𥾀。
即
是
人
法
一
双
。
今
指
𥿜文
処
𥾀。
従
𥿜⽛
及
聞
諸
仏
所

説
経
法
⽜
𥾀下
迄
𥿜⽛
諸
修
行
得
道
者
⽜
𥾀也
。
即
是
論
文
⽛
具
浄
差
別
仏

法
弟
子
差
別
示
現
三
宝
并
乗
差
別
⽜
半
、
及
四
種
観
中
第
二
聞
法
、
第
三

修
行
半
分
〈
矣
〉。
五
見
𥿜菩
薩
行
𧎋行
。
六
見
𥿜仏
涅
槃
𥾀。
即
是
始
終
一
双
。

今
指
𥿜文
処
𥾀。
従
𥿜⽛
復
見
菩
薩
⽜
𥾀下
迄
𥿜⽛
起
七
宝
塔
⽜
𥾀也
。
即
是
論

文
⽛
三
宝
示
現
并
乗
差
別
⽜
及
修
行
後
半
与
𥿜第
四
楽
𥾀也
。

（
智
證
全
上
・
九
〇
頁
上
）

と
あ
り
、
ま
ず
⽝
法
華
文
句
⽞
が
引
か
れ
る
。⽝
法
華
文
句
⽞
で
は
、⽝
法
華

経
⽞
と
そ
れ
に
対
応
す
る
⽝
法
華
論
⽞
の
文
と
食
・
聞
法
・
修
行
・
楽
の
四
種

の
観⑮
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

師
生
起
曰
…
…
⽛
及
聞
諸
仏
所
説
経
⽜
者
、
是
現
𦮴彼
仏
初
従
𥿜無
相
一
法
𥾀

非
𦗺頓
而
頓
、
与
𦊼此
土
初
説
𥿜華
厳
𥾀意
同
𦨪也
。
従
𥿜⽛
并
見
諸
比
丘
⽜
𥾀

下
、
是
現
𦮴彼
仏
非
𦗺漸
而
漸
、
与
𦊼此
土
仏
次
説
𥿜三
蔵
𥾀意
同
𦨪也
。
従
𥿜

⽛
復
見
諸
菩
薩
⽜
𥾀下
、
是
現
𦮴彼
仏
三
蔵
之
後
説
𥿜方
等
般
若
衆
経
𥾀、
与
𥿜

此
土
仏
三
蔵
之
後
𥾀意
同
𦨪也
。
従
𥿜⽛
復
見
諸
仏
⽜
𥾀下
至
𥿜⽛
起
七
宝
塔
⽜
𥾀、

是
現
𦮴彼
仏
般
若
之
後
開
権
顕
実
、
従
𥿜無
量
法
𥾀還
入
𥿜一
法
𥾀、
唱
𦗺入
𥿜涅

槃
𥾀息
𦗺化
起
𤿺塔
。
光
照
𥿜彼
土
𥾀始
終
究
竟
、
炳
然
在
𦗺目
。
当
𦗺知
、
此

土
従
𦗺一
出
𥿜無
量
𥾀非
頓
而
頓
、
非
漸
而
漸
耳
。
其
事
已
竟
。
必
当
𦮴収
𥿜

無
量
法
𥾀還
入
𥿜一
法
𥾀、
開
権
顕
実
息
𦗺化
帰
𦗺真
与
𥿜彼
土
𥾀同
𦨪也
⽜。
六
祖

演
曰
。⽛
生
起
中
…
…
⽛
開
権
⽜
即
是
法
華
之
相
。⽛
息
化
⽜
即
是
涅
槃
之

徴
。⽛
非
頓
而
頓
⽜
等
者
、
法
華
一
乗
非
𥿜頓
漸
摂
𥾀。
於
𦗺一
開
出
、
乃
有
𥿜

頓
漸
𥾀。
是
故
今
曰
𥿜⽛
非
頓
而
頓
⽜
𥾀。⽛
非
漸
而
漸
⽜、
准
𦗺此
可
𦗺知
。
言
𥿜

⽛
従
一
出
無
量
⽜
𥾀者
、
始
従
𥿜華
厳
𥾀至
𥿜般
若
𥾀来
皆
従
𥿜一
法
𥾀開
出
。
至
𥿜

般
若
𥾀時
頓
漸
已
竟
。
而
人
不
𦗺知
𦊼法
華
出
𥿜頓
漸
外
𥾀。
請
観
𥿜竟
字
𥾀、
法

華
但
是
収
𥿜無
量
𥾀以
帰
𦗺一
⽜〈
已
上
文
〉。

(智
證
全
上
・
九
〇
頁
上
ᴷ
九
一
頁
上
）

と
あ
り
、⽝
法
華
文
句
⽞
と
⽝
法
華
文
句
記
⽞
の
文
が
引
か
れ
る
。
特
に
、⽝
法

華
文
句
記
⽞
で
は
⽝
法
華
文
句
⽞
の
⽛
非
頓
而
頓
⽜
な
ど
の
文
を
注
釈
し
て
、

法
華
経
が
頓
漸
に
お
さ
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

今
以
𥿜大
師
三
同
及
以
四
味
𥾀釈
𥿜論
四
句
𥾀。
論
文
⽛
食
⽜⽛
法
⽜⽛
修
行
⽜、

釈
⽛
此
彼
諸
仏
道
同
及
現
彼
土
已
与
此
同
⽜。
論
文
⽛
楽
⽜
者
、
釈
⽛
現

此
土
当
与
彼
同
⽜。
上
来
三
同
竟
。
論
文
⽛
食
⽜
者
、
対
𥿜経
⽛
放
光
乃
至

又
見
六
趣
衆
生
⽜
𥾀。
此
釈
⽛
現
彼
仏
為
五
濁
故
出
世
、
此
仏
亦
爾
、
二
土

出
世
意
同
⽜。
論
文
⽛
聞
法
⽜、
対
𥿜経
⽛
及
聞
諸
仏
所
説
経
法
⽜
𥾀。
是
釈

⽛
現
彼
仏
初
従
一
法
非
頓
而
頓
、
与
此
土
初
説
華
厳
意
同
⽜。
論
文
⽛
修

行
⽜、
対
𥿜経
⽛
并
見
彼
諸
四
衆
諸
修
行
得
道
者
復
見
菩
薩
行
菩
薩
道
⽜
𥾀。

此
釈
⽛
現
彼
仏
非
漸
而
漸
、
与
此
土
仏
次
説
三
蔵
、
及
彼
仏
三
蔵
之
後
説

方
等
般
若
衆
経
、
与
此
土
仏
三
蔵
之
後
意
同
⽜。
論
文
⽛
楽
⽜
者
、
対
𥿜経

⽛
復
見
諸
仏
般
涅
槃
者
乃
至
起
七
宝
塔
⽜
𥾀。
此
釈
⽛
現
彼
仏
般
若
之
後
開

権
顕
実
、
従
無
量
法
還
入
一
法
⽜。

（
智
證
全
上
・
九
一
頁
上
ᴷ
下
）

六
二



と
あ
り
、
大
師
（
智
顗
）
が
、
三
同
と
四
味
に
よ
っ
て
⽝
法
華
論
⽞
の
文
を
解

釈
す
る
こ
と
が
説
か
れ
、⽝
法
華
論
⽞
の
文
に
対
応
す
る
⽝
法
華
経
⽞
と
⽝
法

華
文
句
⽞
の
文
が
引
か
れ
る
。
そ
し
て
、
四
味
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
箇
所
で

⽛
不
摂
八
教
⽜
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

准
𥿜論
文
義
𥾀意
炳
然
在
𦗺眼
。
不
𦗺摂
𥿜八
教
𥾀其
義
灼
然
。
衆
生
根
量
千
般

万
殊
。
諸
仏
設
𦗺教
随
𦗺彼
万
端
。
宿
殖
不
𦗺同
𦗺惑
有
𥿜厚
薄
𥾀。
惑
有
𥿜厚
薄
𥾀

智
有
𥿜浅
深
𥾀。
有
𥿜浅
深
𥾀故
現
𥿜大
小
乗
𥾀。
乗
有
𥿜欣
厭
𥾀、
現
仏
唱
𦗺滅
。
縁

滅
利
生
故
起
𥿜塔
廟
𥾀。
此
彼
二
土
種
種
設
化
不
𦗺出
𥿜八
教
𥾀。
化
儀
薬
方
化

法
薬
味
。
逗
𦗺病
設
𦗺薬
令
𦗺得
𥿜服
食
𥾀。
得
𥿜服
食
𥾀已
令
𦗺忘
𥿜薬
病
𥾀。
故
前

四
時
調
𥿜熟
衆
生
𥾀、
後
至
𥿜醍
醐
𥾀悟
𥿜入
実
相
𥾀。
(智
證
全
上
・
九
一
頁
下
）

こ
こ
で
は
、⽝
法
華
論
⽞
の
文
義
に
準
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
意

味
は
明
ら
か
で
あ
り
、
八
教
を
お
さ
め
な
い
こ
と
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
衆
生
の
機
根
に
は
種
々
あ
り
、
彼
此
の
二
土
に
お
け
る
仏
の
種
々
の
教

化
は
八
教
を
で
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
前
四
時
に
お
い
て
衆
生
が
調
熟
さ
れ

て
第
五
時
に
い
た
っ
て
実
相
に
悟
入
す
る
と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、⽝
法
華
経
⽞

が
八
教
を
摂
さ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

此
宗
学
者
或
疑
𦮴法
華
摂
𥿜八
教
𥾀否
𦨪、
未
𦗺見
𥿜此
文
𥾀。
只
見
𥿜籤
中
与
奪
之

義
𥾀謬
有
𥿜疑
慮
𥾀。
須
𦮴以
𥿜籤
文
𥾀与
𦗺此
勘
会
𦨪。
孤
疑
氷
釈
見
𥿜星
中
月
𥾀。

薬
王
十
喩
歎
𥿜純
一
教
𥾀。
応
𦗺知
其
意
委
釈
如
𦗺別
。
更
釈
𥿜因
縁
𥾀如
𥿜疏
及

記
𥾀。
釈
𥿜四
味
𥾀竟
。

（
智
證
全
上
・
九
一
頁
下
）

と
あ
り
、
此
の
宗
（
天
台
宗
）
の
学
者
が
⽝
法
華
経
⽞
が
八
教
を
摂
す
か
否
か

の
疑
問
が
で
る
の
は
、
こ
の
文
（⽝
法
華
文
句
⽞、
ま
た
は
⽝
法
華
文
句
記
⽞）
を

見
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
お
き
る

の
は
、⽝
釈
籤
⽞
の
与
義
奪
義
の
文
を
見
て
、
誤
っ
て
疑
問
を
お
こ
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、⽝
釈
籤
⽞
の
文
と
こ
の
文
（⽝
法
華
文
句
⽞、
ま

た
は
⽝
法
華
文
句
記
⽞）
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
疑
い
が
解
消
す
る
と
説

か
れ
る
。

こ
こ
で
の
⽛
不
摂
八
教
⽜
に
関
す
る
指
摘
は
、
円
澄
（
七
七
二
ᴷ
八
三
七
）

に
よ
る
⽛
唐
決
⽜
で
の
疑
問
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
円
澄
の
疑

問
は
次
の
通
り
で
あ
る⑯
。

問
。
釈
籤
云
。⽛
今
法
華
是
顕
露
等
者
、
対
𦗺非
𥿜秘
密
𥾀故
云
𥿜顕
露
𥾀。
於
𥿜

顕
露
七
中
𥾀通
奪
而
言
𦗺之
並
非
𦗺七
也
。
別
与
而
言
𦗺之
但
非
𥿜前
六
𥾀。
何

者
七
中
雖
𦗺有
𥿜円
教
𥾀、
以
𥿜兼
帯
𥾀故
是
故
不
𦗺同
。
此
約
𦗺部
説
也
。
彼
七

中
円
与
𥿜法
華
円
𥾀其
体
不
𦗺別
故
但
簡
𦗺六
。
此
約
𦗺教
説
也
⽜。〈
已
上
文

也
〉。
今
尋
𥿜文
意
𥾀、
若
約
𥿜与
義
𥾀則
法
華
経
同
𥿜八
中
円
𥾀。
若
爾
此
経
亦

為
𥿜頓
漸
化
儀
摂
𧎋之
、
為
𦗺不
𦗺摂
耶
。
又
約
𥿜奪
義
𥾀則
非
𥿜八
摂
𥾀。
若
爾

者
此
法
華
経
為
𥿜何
化
儀
𥾀、
為
𥿜化
法
𥾀。
此
義
如
何
。

（
新
纂
五
六
・
六
八
三
頁
中
ᴷ
下
）

円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て

六
三



こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
⽝
法
華
玄
義
釈
籤
⽞
の
文
は
⽝
法
華
玄
義
⽞
の
⽛
今
法

華
是
顕
露
非
𥿜秘
密
𥾀、
是
漸
頓
非
𥿜漸
漸
𥾀、
是
合
非
𥿜不
合
𥾀、
是
醐
醍
非
𥿜四
味
𥾀、

是
定
非
𥿜不
定
𥾀。
如
𦗺此
分
別
、
此
経
与
𥿜衆
経
相
𥾀異
也⑰
⽜
に
対
す
る
注
釈
で
あ

る
。
湛
然
は
、⽛
今
法
華
是
顕
露
⽜
な
ど
と
い
う
の
は
、⽝
法
華
経
⽞
は
秘
密
教

で
は
な
い
こ
と
に
対
し
て
顕
露
教
と
言
う
の
で
あ
る
と
説
く
。
顕
露
教
に
お
け

る
七
教
の
中
で
は
通
じ
て
奪
え
ば
七
教
で
は
な
く
、
別
し
て
与
え
れ
ば
前
の
六

教
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
ず
、
七
教
の
中
に
円
教
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、⽝
法

華
経
⽞
以
外
の
諸
経
で
は
蔵
・
通
・
別
・
頓
・
漸
・
不
定
と
円
教
を
兼
ね
て
い

た
り
帯
び
て
い
た
り
（
兼
帯
）
す
る
た
め
、⽝
法
華
経
⽞
の
円
教
と
同
じ
で
は

な
い
。
こ
の
点
は
部
の
立
場
で
説
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
七
教
の

中
の
円
教
は
⽝
法
華
経
⽞
中
の
円
教
と
体
は
別
で
は
な
い
た
め
、
六
教
を
選
び

捨
て
て
い
る
。
こ
の
点
は
教
の
立
場
で
説
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
⽝
法
華
玄
義
釈
籤
⽞
の
文
に
つ
い
て
、
与
義
の
立
場
な
ら
ば
⽝
法
華

経
⽞
は
八
教
の
中
の
円
と
同
じ
で
あ
る
が
、
化
儀
四
教
に
は
摂
せ
ら
れ
る
の
か

と
問
う
。
ま
た
、
奪
義
の
立
場
な
ら
ば
⽝
法
華
経
⽞
は
八
教
に
摂
せ
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
が
、
そ
の
場
合
⽝
法
華
経
⽞
は
化
儀
四
教
と
化
法
四
教
の
ど
ち
ら
に

な
る
の
か
と
も
問
う
。

円
珍
は
こ
の
よ
う
な
問
が
で
る
こ
と
自
体
を
⽝
法
華
玄
義
釈
籤
⽞
に
お
け
る

与
奪
の
文
の
み
を
見
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。⽝
法
華
論
記
⽞
に

引
用
さ
れ
る
⽝
法
華
文
句
⽞
や
⽝
法
華
文
句
記
⽞、
注
釈
対
象
の
⽝
法
華
論
⽞

の
文
は
、⽛
唐
決
⽜
の
広
修
と
維
蠲
の
答
文
の
中
に
は
確
認
で
き
な
い
が⑱
、⽝
授

決
集
⽞
に
お
け
る
⽛
不
摂
八
教
⽜
の
根
拠
と
し
て
彼
此
六
瑞
に
関
す
る
⽝
法
華

文
句
⽞
と
⽝
法
華
文
句
記
⽞
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る⑲
。
円
珍
が
教
わ
っ
た
の

か
独
自
に
見
い
だ
し
た
か
は
不
明
だ
が
、⽛
不
摂
八
教
⽜
の
根
拠
と
し
て
一
貫

し
て
依
用
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
な
お
、⽝
法
華
論
記
⽞
で
は
、
問
い
を
起

こ
す
こ
と
に
対
す
る
指
摘
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
前
章
で
引
用
し
た
⽝
授
決

集
⽞
に
お
い
て
は
⽛
台
山
両
答
未
𦗺究
𥿜宗
意⑳
𥾀⽜
と
、
そ
の
答
え
に
対
し
て
言

及
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
円
珍
は
⽝
法
華
経
⽞
が
八
教
を
超
出
し
て
い
る
と
説
く
の
で

あ
る
が
、⽝
法
華
論
⽞
そ
の
も
の
か
ら
で
は
な
く
、
引
用
さ
れ
た
⽝
法
華
文
句
⽞

と
⽝
法
華
文
句
記
⽞
を
踏
ま
え
て
論
じ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

二
ᴷ
二
、
四
時
八
教
の
用
例

⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
い
て
は
、
五
時
八
教
の
成
語
は
確
認
で
き
な
い
が
、
四

時
八
教
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、⽝
法
華
論
記
⽞
巻
一
本
に
お
け
る

⽝
法
華
論
⽞
の
序
分
成
就
を
注
釈
す
る
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

論
⽛
一
者
⽜
已
下
正
列
𥿜二
種
勝
義
𥾀。
言
𥿜⽛
一
切
諸
法
門
中
最
勝
⽜
𥾀者
、

略
歎
𥿜法
体
𥾀。
故
知
、
論
主
全
許
𥿜一
部
𥾀為
𥿜法
門
中
勝
𥾀、
方
指
𥿜如
是
等
𥾀

為
𥿜一
切
法
門
中
勝
𥾀。
一
切
法
門
即
一
代
教
。
不
𦗺然
如
何
消
𥿜釈
一
切
之

言
𥾀。
既
一
代
教
中
最
為
𥿜其
上
𥾀、
具
如
𥿜薬
王
品
中
歎
経
文
𥾀也
〈
已
上
文
〉。

一
代
教
者
、
四
時
八
教
。
故
玄
文
曰
。⽛
在
𥿜四
味
教
之
頂
𥾀。
離
𥿜四
種
誹

謗
𥾀⽜。
論
意
如
𦗺斯
。
人
多
不
𦗺識
。

（
智
證
全
上
・
三
頁
上
ᴷ
下
）
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⽝
法
華
論
⽞
の
序
分
成
就
で
は
、⽝
法
華
経
⽞
の
教
え
の
中
で
二
種
の
勝
れ
た

意
義
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
一
種
目
が
諸
法
門
の
中
で
最
勝
の

義
が
完
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
二
種
目
が
自
在
で
あ
る
功
徳
の
義
が
完
成

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
引
用
し
た
箇
所
で
は
、
一
種
目
に
対
し
て
注
釈
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
書
名
は
出
な
い
が
、⽝
法
華
文
句
記
⽞
の
文
が
引
か
れ
る㉑
。

⽝
法
華
文
句
記
⽞
で
は
、
世
親
が
⽝
法
華
経
⽞
を
一
切
の
諸
法
門
の
中
に
お
い

て
最
勝
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
、
と
説
か
れ
る
。
ま
た
、
一
切
の
法
門
が

一
代
教
で
あ
る
こ
と
、
一
代
教
の
中
で
⽝
法
華
経
⽞
が
最
上
で
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
円
珍
に
よ
っ
て
一
代
教
が
四
時
八
教
と
規
定

さ
れ
る
。
そ
の
後
、⽝
法
華
玄
義
⽞
の
⽛〔
乳
味
・
酪
味
・
生
蘇
味
・
熟
蘇
味

の
〕
四
つ
の
味
の
教
え
の
頂
き
に
あ
り
、〔
断
無
・
建
立
・
異
・
尽
の
〕
四
つ

の
誹
謗
か
ら
離
れ
て
い
る㉒
⽜
と
い
う
文
が
引
か
れ
る
。
そ
し
て
、
論
の
意
は
こ

の
と
お
り
で
あ
り
、
天
台
以
外
の
人
た
ち
は
多
く
こ
の
こ
と
を
し
ら
な
い
と
述

べ
る
。⽝
法
華
玄
義
⽞
の
引
用
文
を
踏
ま
え
る
と
⽝
法
華
経
⽞
が
四
味
の
頂
点

に
あ
り
、
四
時
八
教
に
摂
せ
ら
れ
な
い
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
円
珍
は
釈
迦
一
代
の
教
を
天
台
の
教
判
に

よ
っ
て
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
一
代
教
を
四
時
八
教
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
天
台
の
教

判
で
は
、
釈
迦
の
一
生
涯
に
説
い
た
教
え
を
時
節
の
面
か
ら
華
厳
・
阿
含
・
方

等
・
般
若
・
法
華
涅
槃
の
五
時
で
分
類
す
る
。
こ
の
た
め
、⽛
五
時
⽜
で
は
な

く
⽛
四
時
⽜
と
す
る
と
単
純
に
一
生
涯
に
説
い
た
教
え
で
は
な
く
な
る
。
四
時

は
八
教
を
お
さ
め
つ
く
す
の
で
、⽝
法
華
経
⽞
以
前
の
教
え
と
し
て
、
四
時
八

教
の
語
を
用
い
る
こ
と
自
体
は
問
題
な
い
。
な
お
、
円
珍
以
前
に
撰
述
さ
れ
た

章
疏
を
確
認
し
た
限
り
で
は
、
四
時
八
教
の
語
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、

⽝
止
観
輔
行
伝
弘
決
⽞
に
は
八
教
四
味㉓
の
語
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
華
時
以
前
の
教
え
と
し
て
四
時
八
教
の
語
を
扱
う
こ
と
は

可
能
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
当
該
の
箇
所
は
一
代
教
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
で
の
四
時
は
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
他
に
三
箇
所

ほ
ど
四
時
八
教
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
箇
所
だ
け
で
あ
る

が
八
教
四
味
の
用
例
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
四
時
八
教
は
単
な
る
誤
写
で
な
く
、

意
図
的
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
他
の
三
箇
所
に
お
け
る
四

時
八
教
の
用
例
と
八
教
四
味
の
用
例
を
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
、
一
箇
所
目
は
⽝
法
華
論
記
⽞
巻
二
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
の
⽛
此
大

乗
修
多
羅
有
𥿜十
七
種
名
𥾀。
顕
𥿜示
甚
深
功
徳
𥾀。
応
𦗺知㉔
⽜
を
注
釈
す
る
箇
所
に

あ
る
。論

⽛
此
大
乗
修
多
羅
有
十
七
⽜
已
下
、
第
二
別
釈
。
於
𦗺中
有
𦗺四
。
初
標

起
、
二
列
釈
、
三
料
簡
、
四
結
指
。
且
初
第
一
言
𥿜⽛
此
大
乗
修
多
羅
⽜
𥾀

者
、
指
𥿜一
巻
経
𥾀。
義
通
𥿜序
正
𥾀。
即
挙
𥿜総
目
𥾀。⽛
有
十
七
種
⽜
者
、
正
標
𥿜

別
名
𥾀。⽛
顕
示
甚
深
功
徳
⽜
者
、
略
顕
𥿜名
下
勝
義
𥾀。
従
𦗺昔
已
来
未
𦊼曾
顕
𥿜

説
十
七
句
義
𥾀。
句
勝
𥿜於
四
時
八
教
浅
近
功
徳
𥾀故
曰
𥿜⽛
顕
示
甚
深
功

徳
⽜
𥾀。
十
功
徳
品
曰
。⽛
世
尊
演
𥿜説
無
量
義
経
真
実
甚
深
甚
深
𥾀⽜。
其
義

可
𦗺知
。⽛
応
知
⽜
者
、
此
結
生
也
。

（
智
證
全
上
・
五
五
頁
下
）

円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て

六
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こ
こ
で
は
、⽝
法
華
論
⽞
で
示
さ
れ
る
⽛
無
量
義
⽜
や
⽛
最
勝
修
多
羅
⽜
な

ど
の
⽝
法
華
経
⽞
の
異
名
と
し
て
知
ら
れ
る
十
七
種
が
、
四
時
八
教
と
い
う
浅

は
か
な
功
徳
よ
り
勝
れ
て
い
る
の
で
、⽛
顕
示
甚
深
功
徳
⽜
と
い
う
の
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
る
。

二
箇
所
目
は
、⽝
法
華
論
記
⽞
巻
五
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
の
⽛
彼
三
乗
者
、

唯
名
字
章
句
説
非
𦗺有
𥿜実
義
𥾀故
。
以
𥿜彼
実
義
不
可
説
𥾀故㉕
⽜
を
注
釈
す
る
箇

所
に
あ
る
。

論
⽛
彼
三
乗
唯
名
字
章
句
説
非
有
実
義
故
⽜
者
、
釈
𥿜乗
権
義
𥾀。
法
本
寂

滅
無
𦗺有
𥿜名
相
𥾀。
但
為
𥿜摂
誘
𥾀仮
説
𥿜三
権
𥾀。
無
𦗺有
𥿜奇
味
𥾀。
猶
如
𥿜四
河
𥾀。

四
時
八
教
悉
為
𥿜引
摂
𥾀。
皆
仮
名
句
不
𦗺談
𥿜仏
意
𥾀故
無
𥿜実
義
𥾀。
経
下
文

云
𥿜⽛
但
以
仮
名
字
引
導
於
衆
生
⽜
𥾀、
即
其
文
也
。

（
智
證
全
上
・
一
六
一
頁
上
）

こ
こ
で
は
、
三
乗
が
権
義
で
あ
る
こ
と
を
解
釈
し
て
い
る
。
法
は
そ
も
そ
も

名
や
す
が
た
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
真
実
で
あ
る
一
乗
に
引
き
入
れ
る
た

め
に
、
か
り
に
三
乗
を
立
て
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
法
華
時
に
お
い
て

四
時
八
教
を
悉
く
引
き
入
れ
る
。
こ
の
た
め
、
名
称
や
句
な
ど
は
仮
の
も
の
で

あ
り
仏
意
を
談
じ
て
い
な
い
の
で
実
義
で
は
な
い
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

三
箇
所
目
は
、⽝
法
華
論
記
⽞
巻
五
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
の
⽛
三
者
不
知

義
、
以
𥿜一
切
声
聞
辟
支
仏
𥾀不
𦗺知
𥿜彼
真
実
処
𥾀故
。
不
𦗺知
𥿜真
実
処
𥾀者
、

不
𦗺知
𥿜究
竟
唯
一
仏
乗
𥾀故
。
如
𦗺経
⽛
欲
𦗺令
𦊼衆
生
悟
𥿜仏
知
見
𥾀故
出
𥿜現
於

世
𥾀㉖⽜⽜
を
注
釈
す
る
箇
所
に
あ
る
。

論
⽛
三
者
不
知
義
⽜
下
、
釈
𥿜不
知
義
𥾀。
文
中
有
𦗺二
。
初
標
𦗺名
釈
𦗺義
。

次
指
𥿜経
文
𥾀。
言
𥿜⽛
不
知
⽜
𥾀者
標
。⽛
以
一
切
声
聞
辟
支
仏
不
能
知
彼
真

実
処
故
⽜
者
、
正
顕
𥿜不
知
𥾀。
大
師
釈
曰
。⽛
雖
𥿜三
乗
同
有
𥾀而
二
乗
不
𦗺

悟
、
示
𦗺其
令
𦗺知
⽜。
転
𥿜前
不
知
𥾀成
𥿜今
日
知
𥾀。⽛
彼
真
実
処
⽜
者
、
仏

性
法
身
也
。
性
有
𥿜三
種
𥾀。
身
亦
三
種
。
性
本
身
修
。
其
義
応
𦗺知
斥
𥿜彼

不
知
𥾀示
𥿜此
仏
乗
本
末
究
竟
𥾀凡
聖
無
𦗺別
。
仏
性
拠
𦗺本
仏
乗
在
𦗺修
。
修

性
似
𦗺殊
。
其
体
不
𦗺二
。
指
𥿜久
後
妙
説
𥾀為
𥿜究
竟
唯
一
𥾀。
四
時
八
教
曾

所
𦗺未
𦗺聞
故
云
𥿜不
知
𥾀。

（
智
證
全
上
・
一
六
四
頁
上
）

こ
こ
で
は
、⽝
法
華
論
⽞
に
お
け
る
声
聞
や
縁
覚
が
真
実
処
を
知
る
こ
と
が

な
い
こ
と
を
解
釈
し
て
い
る
。
久
し
く
な
っ
て
後
に
妙
説
を
指
し
て
究
極
的
な

唯
一
の
教
え
と
す
る
。
そ
し
て
、
声
聞
と
縁
覚
が
四
時
八
教
を
こ
れ
ま
で
聞
い

た
こ
と
が
な
い
の
で
⽛
不
知
（
知
ら
な
い
）⽜
と
い
う
の
で
あ
る
。

四
箇
所
目
で
あ
る
八
教
四
味
の
用
例
を
確
認
す
る
。⽝
法
華
論
記
⽞
巻
九
末

に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
の
⽛
略
者
、
多
宝
如
来
身
一
体
、
示
𦊼現
摂
𥿜取
一
切
仏

法
身
𥾀故㉗
⽜
を
注
釈
す
る
箇
所
に
あ
る
。

論
⽛
略
者
多
宝
如
来
身
一
体
示
現
摂
取
一
切
仏
法
身
故
⽜
者
、
第
四
明
𦗺

略
。
所
𦗺言
略
者
即
是
総
也
。
多
宝
表
𥿜法
仏
𥾀、
釈
尊
表
𥿜報
仏
𥾀、
分
身
表
𥿜

応
仏
𥾀。
三
仏
雖
𦗺三
而
不
𥿜一
異
𥾀。
不
異
之
故
法
身
一
体
。
故
名
𥿜多
宝
𥾀。

六
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不
一
之
故
遍
𥿜満
法
界
𥾀。
故
云
𥿜一
切
𥾀。
今
挙
𥿜総
体
𥾀摂
𥿜一
切
身
𥾀同
為
𥿜

一
体
𥾀。
多
宝
分
身
及
以
釈
尊
皆
是
毘
盧
遮
那
法
身
。
故
云
𥿜⽛
多
宝
仏
身

一
体
示
現
摂
取
一
切
仏
法
身
故
⽜
𥾀。
問
。
法
身
唯
一
、
応
化
無
量
。
何
故

法
多
。
答
。
理
事
体
用
内
外
周
遍
、
常
一
常
多
。
本
来
如
𦗺此
。
然
今
法

華
摂
𥿜会
十
方
三
世
八
教
四
味
𥾀。
同
体
別
体
。
一
切
法
身
帰
𥿜於
本
地
一
醍

醐
身
𥾀。
故
云
𥿜⽛
多
宝
如
来
身
一
体
示
現
摂
取
一
切
仏
法
身
故
⽜
𥾀〈
云

云
〉。

（
智
證
全
上
・
二
八
七
頁
下
ᴷ
二
八
八
頁
上
）

こ
こ
で
は
、⽝
法
華
論
⽞
に
お
け
る
多
宝
仏
の
身
体
は
一
体
だ
け
で
一
切
の

仏
の
法
身
を
お
さ
め
と
る
こ
と
を
示
す
点
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
特
に
、

法
華
の
会
座
に
お
い
て
、
十
方
三
世
、
八
教
四
味
の
仏
身
を
お
さ
め
と
る
と
あ

る
。
一
切
の
法
身
が
本
地
で
あ
る
の
醍
醐
身
に
帰
す
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
、
計
四
箇
所
の
用
例
を
確
認
し
た
。
少
な
く
と
も
、
一
箇
所
目
と
二
箇

所
目
、
四
箇
所
目
は
四
時
八
教
が
⽝
法
華
経
⽞、
第
五
時
法
華
涅
槃
時
、
第
五

味
醍
醐
味
よ
り
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
四
時
八
教
は
法
華
時
以
前
の
教
え
の
意
味
合
い
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
四
時
八
教
の
語
は
円
珍
の
中
で
定
義
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
釈
迦
一
代
の
教
を
四
時
八
教
と
誤
写
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
。
伝
写
の
過
程
で
誤
写
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
判

然
と
し
な
い
。
と
も
か
く
、⽝
法
華
論
記
⽞
の
当
該
の
箇
所
で
は
、⽝
法
華
文
句

記
⽞
の
⽛
一
切
法
門
即
一
代
教
…
…
既
一
代
教
中
最
為
其
上
⽜
の
⽛
最
為
其

上
⽜
を
⽝
法
華
経
⽞
と
捉
え
、
一
代
教
を
四
時
八
教
と
解
釈
し
た
。⽝
法
華
文

句
記
⽞
の
記
述
を
踏
ま
え
て
、
注
釈
対
象
で
あ
る
⽝
法
華
論
⽞
の
⽛
一
切
諸
法

門
中
最
勝
⽜
の
文
に
つ
い
て
も
、⽛
一
切
諸
法
門
⽜
を
四
時
八
教
、
あ
ら
ゆ
る

法
門
の
中
の
⽛
最
勝
⽜
を
⽝
法
華
経
⽞
と
解
釈
し
た
と
み
て
よ
い
。
あ
く
ま
で

⽝
法
華
論
⽞
の
文
を
解
釈
す
る
中
で
一
代
教
を
四
時
八
教
と
捉
え
た
の
で
あ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
、⽛
不
摂
八
教
⽜
や
四
時
八
教
の
用
例
を
検
討
し
た
が
、
い
ず

れ
も
法
華
超
八
を
念
頭
に
用
い
て
い
る㉘
。

三
、
他
学
派
・
他
宗
派
の
教
説
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
い
て
は
、
四
教
や
八
教
と
い
っ
た
教
判
の
語
を
も
と
に

解
釈
す
る
箇
所
は
散
見
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
四
教
に
よ
る
解
釈
の
有
無
が
教
説
の
採
用
基
準
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
義
寂
撰
義
一
記
の
⽝
法
華
経
論
述
記
⽞
を
引

用
す
る
箇
所
で
あ
る
。⽝
法
華
論
⽞
の
序
分
成
就
の
文
を
解
釈
す
る
中
で
⽝
法

華
経
論
述
記
⽞
が
⽛
寂
徳
曰㉙
⽜
と
引
か
れ
る
。

次
⽛
耆
闍
崛
山
勝
⽜
者
、
次
顕
𥿜所
統
𥾀。
於
𥿜五
山
之
中
𥾀此
山
独
勝
。
故

言
𥿜⽛
勝
余
⽜
𥾀。
一
切
諸
仏
皆
住
𥿜此
山
𥾀。
是
従
𥿜能
住
𥾀為
𦗺勝
。
三
世
正

覚
恒
於
𥿜其
中
𥾀説
𥿜法
華
経
𥾀。
是
従
𥿜法
門
𥾀為
𦗺勝
。
大
師
釈
曰
。
山
即
法

性
正
因
、
不
動
名
𥿜秘
密
蔵
𥾀。
則
本
仏
住
処
三
徳
所
𦗺鎮
。
故
言
𥿜⽛
勝
余
⽜
𥾀。

煩
悩
所
知
為
𥿜一
切
山
𥾀。
中
道
法
性
為
𥿜霊
鷲
山
𥾀。
故
言
𥿜⽛
勝
余
⽜
𥾀。
又

寂
光
王
城
実
報
霊
山
、
山
城
相
即
理
智
不
二
。
如
𦗺斯
城
山
永
異
𥿜諸
教
𥾀。

円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て
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故
言
𥿜⽛
勝
於
一
切
城
山
⽜
𥾀。
本
有
四
徳
為
𦗺城
、
修
徳
四
徳
為
𦗺山
。
此

城
与
𦗺山
体
相
平
等
遍
𥿜一
切
処
𥾀。
無
𥿜能
勝
者
𥾀、
所
以
言
𦗺勝
。
如
𦗺是
消
釈

尚
恐
非
𦗺円
。
況
習
𦗺権
輩
。
寧
誰
得
𥿜相
応
𥾀。
寂
徳
曰
。⽛
城
之
与
𦗺山
表
𥿜

正
説
中
両
甚
深
義
𥾀⽜。
此
解
無
𦗺失
。
但
不
𦗺識
𥿜四
教
𥾀釈
義
無
𦗺拠
耳
。

今
借
𥿜彼
言
𥾀顕
𥿜於
円
理
𥾀。
不
𦗺違
𥿜自
他
𥾀。

（
智
證
全
上
・
四
頁
上
）

ま
ず
、
教
え
が
最
も
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
譬
喩
と
し
て
、
王
舎
城
と

耆
闍
崛
山
が
他
の
全
て
の
城
と
山
の
中
で
最
も
優
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

そ
し
て
、⽝
法
華
経
論
述
記
⽞
の
⽛〔
王
舎
〕
城
と
〔
耆
闍
崛
〕
山
が
正
説
分
の

中
の
両
甚
深
（
阿
含
甚
深
・
証
甚
深
）
の
義
を
顕
し
て
い
る
⽜
と
す
る
解
釈
が

引
用
さ
れ
、
こ
の
説
に
は
過
失
が
な
い
と
述
べ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
四
教
（
化

法
四
教
）
を
し
ら
な
い
の
で
、
そ
の
釈
義
に
依
ら
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
る
。
な

お
、⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
⽝
法
華
経
論
述
記
⽞
の
引
用
は
要
約
さ
れ
た
形

で
あ
る
こ
と
が
前
川
［
一
九
九
五
］
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る㉚
。
該
当
す
る

⽝
法
華
経
論
述
記
⽞
の
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⽛
示
現
諸
法
門
中
最
勝
義
成
就
⽜
者
、
謂
妙
法
功
徳
。
証
甚
深
、
於
𥿜諸
法

中
𥾀最
勝
義
故
。
阿
含
甚
深
、
於
𥿜諸
門
中
𥾀最
勝
義
故
。

（
新
纂
続
蔵
四
六
・
七
八
一
上
）

⽝
法
華
論
記
⽞
の
引
用
で
は
略
さ
れ
て
い
る
が
、⽝
法
華
経
論
述
記
⽞
で
は
、

⽝
法
華
論
⽞
の
⽛
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
の
中
で
最
も
優
れ
て
い
る
意
義
が
完
成
し

て
い
る
⽜
と
い
う
こ
と
を
⽛
妙
法
の
功
徳
⽜
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の

記
述
を
踏
ま
え
て
、⽝
法
華
論
記
⽞
で
は
、⽝
法
華
経
論
述
記
⽞
の
解
釈
に
過
失

が
な
い
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
単
純
な
語
義
解
釈
は
別
と
し
て㉛
、
解
釈
を
採
用
す
る
基
準

の
一
つ
が
、
天
台
の
教
判
を
踏
ま
え
て
い
る
か
否
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
四
教
を
基
準
に
解
釈
す
る
こ
と
は
他
の
箇
所
で
も
確
認

で
き
る
。
例
え
ば
、⽝
法
華
論
記
⽞
巻
一
本
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
の
序
分
成

就
の
第
二
行
成
就
、⽛
二
者
諸
菩
薩
修
𥿜大
乗
行
𥾀㉜⽜
を
注
釈
す
る
次
の
箇
所
に

あ
る
。論

⽛
二
者
⽜
下
、
二
挙
𥿜大
行
諸
菩
薩
𥾀者
能
行
人
也
。
此
曰
𥿜大
道
心
衆

生
𥾀。
対
𥿜諸
声
聞
小
道
心
者
𥾀故
言
𥿜大
道
心
𥾀。
約
𦗺教
言
𦗺之
。
教
教
皆
有
。

謂
六
度
通
別
円
也
。
菩
薩
行
位
本
来
一
階
。
何
有
𥿜四
別
𥾀。
答
。
執
𦗺権
之

徒
不
𦗺知
𥿜四
教
𥾀。
但
執
𥿜一
階
𥾀。
今
約
𥿜大
小
諸
乗
𥾀建
𥿜立
四
階
𥾀。
則
小
乗

六
度
菩
薩
、
三
乗
共
行
菩
薩
、
独
行
菩
薩
、
円
行
菩
薩
。
如
𥿜俱
舎
婆
沙

大
小
瓔
珞
大
品
智
度
𥾀。
必
定
入
定
。
華
厳
法
華
所
𦗺明
矣
〈
云
云
〉。
悲
夫

世
人
未
𦗺領
𥿜此
義
𥾀。

（
智
證
全
上
・
六
頁
下
ᴷ
七
頁
上
）

こ
こ
で
は
、
菩
薩
の
行
位
体
系
は
本
来
的
に
は
一
つ
で
は
な
い
の
か
、
と
い

う
問
い
に
⽛
権
〔
の
教
え
〕
に
執
着
す
る
徒
は
四
教
を
知
ら
な
い
。
た
だ
一
つ

の
階
段
に
執
着
す
る
⽜
と
答
え
る
。
そ
し
て
、
大
乗
小
乗
の
様
々
な
乗
り
物
の

立
場
に
立
て
ば
、
小
乗
教
の
六
波
羅
蜜
を
行
じ
る
菩
薩
（
蔵
教
の
菩
薩
）
と
、
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大
乗
の
三
乗
に
共
通
す
る
行
を
す
る
菩
薩
（
通
教
の
菩
薩
）、
三
乗
に
共
通
し
な

い
行
を
す
る
菩
薩
（
別
教
の
菩
薩
）、
円
満
な
行
を
す
る
菩
薩
（
円
教
の
菩
薩
）、

と
い
う
四
教
の
菩
薩
が
い
る
と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、⽛
悲
夫
世
人
未
𦗺領
𥿜此

義
𥾀⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
世
の
人
が
こ
の
義
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ

れ
る
。

ま
た
、⽛
世
人
⽜
と
四
教
に
関
す
る
同
様
の
例
が
、⽝
法
華
論
記
⽞
巻
一
末
に

お
け
る
、⽝
法
華
論
⽞⽛
八
地
者
、
無
功
用
智
不
𦗺同
𥿜下
上
𥾀故㉝
⽜
を
注
釈
す
る

次
の
箇
所
に
あ
る
。

今
釈
、
第
八
地
入
𥿜無
功
用
𥾀。
義
通
𥿜融
疑
滞
𥾀。
世
人
未
𦗺会
𥿜四
教
𥾀。
又
迷
𥿜

接
義
𥾀。
徒
立
二
𥿜種
菩
薩
𥾀未
𦗺会
𥿜如
来
玄
旨
𥾀。
言
𥿜二
種
菩
薩
𥾀者
、
一
智

増
上
菩
薩
、
二
悲
増
上
菩
薩
。
智
増
菩
薩
従
𥿜初
歓
喜
地
𥾀入
𥿜無
功
用
位
𥾀。

悲
増
菩
薩
至
𥿜第
八
地
𥾀入
𥿜無
功
用
𥾀。
何
以
故
。
智
増
菩
薩
自
行
為
𦗺先
早

断
𥿜煩
悩
𥾀。
故
従
𥿜初
地
𥾀得
𦗺入
𥿜無
功
用
𥾀。
悲
増
菩
薩
化
他
為
𦗺先
故
留
𥿜

惑
累
𥾀至
𥿜不
動
地
𥾀方
乃
断
𦗺惑
入
𥿜無
功
用
𥾀。
故
諸
経
論
説
𥿜初
地
証
𥾀皆

拠
𥿜智
増
説
𥾀。
八
地
入
拠
𥿜悲
増
上
𥾀〈
已
上
人
語
〉。
今
謂
、
此
釈
雖
𦗺似
𦗺

通
𦗺経
大
以
迷
𦗺教
。
龍
樹
天
親
悉
述
𥿜仏
意
𥾀。
後
人
無
𦗺識
濫
釈
謬
会
。
故

今
示
𦗺正
。
夫
仏
説
教
総
有
𥿜四
階
𥾀。
謂
蔵
通
別
円
。
即
四
乗
教
也
。
人
暗
𥿜

斯
旨
𥾀謂
𦊼経
論
中
無
𦗺有
𥿜四
教
𥾀。
宛
如
𥿜身
子
梵
王
異
見
𥾀。
教
既
四
種
位

地
亦
爾
。
小
乗
蔵
教
七
賢
七
聖
、
通
教
十
地
、
別
教
七
位
、
円
教
六
即
。

若
悟
𥿜此
趣
𥾀曾
無
𥿜疑
滞
𥾀。
八
地
所
𦗺明
灼
然
易
𦗺通
。
所
𦗺言
八
地
入
𥿜無

功
用
𥾀者
此
通
教
第
八
地
矣
。

（
智
證
全
上
・
三
九
頁
上
ᴷ
下
）

こ
こ
で
は
、
第
八
地
に
無
功
用
に
入
る
の
は
、
智
増
と
悲
増
の
二
種
菩
薩
の

う
ち
悲
増
菩
薩
で
あ
る
と
す
る
説㉞
を
斥
け
る
。
引
用
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
世

の
人
が
四
教
を
会
通
し
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
接
義
（
被
接
義
）
に
迷
う

こ
と
が
示
さ
れ
る
。
二
種
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
行
を
先
に
お
こ
な
い
す

み
や
か
に
煩
悩
を
断
じ
、
初
歓
喜
地
で
無
功
用
に
入
る
の
が
智
増
菩
薩
で
あ
り
、

利
他
行
を
先
に
お
こ
な
い
第
八
地
不
動
地
で
断
惑
し
、
無
功
用
に
入
る
の
が
悲

増
菩
薩
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
一
方
、
自
説
を
論
じ
る
箇
所
で
は
、
第
八

地
を
悲
増
菩
薩
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
論
じ

ら
れ
る
。
ま
ず
、
龍
樹
や
世
親
は
仏
意
を
述
べ
て
お
り
、
後
代
の
人
師
は
四
教

を
知
ら
な
い
た
め
誤
っ
て
解
釈
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
仏

の
教
説
に
は
蔵
通
別
円
の
四
教
が
あ
る
一
方
、
人
師
は
四
教
の
道
理
に
暗
い
た

め
、
経
論
の
中
に
四
教
が
説
か
れ
て
い
な
い
と
理
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
説

く
。
こ
の
た
め
、
蔵
通
別
円
の
四
教
を
も
と
に
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
八

地
に
無
功
用
に
入
る
、
と
い
う
の
は
通
教
の
第
八
地
を
指
す
と
論
じ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
円
珍
は
悲
増
の
菩
薩
で
は
な
く
通
教
の
菩
薩
と
解
釈
す
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
以
降
の
箇
所
で
は
、
通
教
の
第
八
地
か
ら
後
教
で

あ
る
別
教
と
円
教
に
転
じ
て
い
く
被
接
義
に
よ
る
解
釈
が
⽝
摩
訶
止
観
⽞
や

⽝
止
観
輔
行
捜
要
記
⽞
な
ど
の
記
述
を
も
と
に
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
被
接
の

説
を
も
と
に
⽝
法
華
論
⽞
の
文
に
対
す
る
解
釈
が
提
示
さ
れ
る㉟
。

ま
た
、
行
位
と
絡
め
て
⽛
世
人
⽜
が
四
教
を
知
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
る
同
様

の
例
が
、⽝
法
華
論
⽞
の
⽛
第
三
人
者
、
令
𦗺知
𥿜種
種
乗
𥾀。
諸
仏
如
来
平
等
説

法
、
随
𥿜衆
生
善
根
種
子
𥾀生
𦗺芽
故㊱
⽜
を
解
釈
す
る
箇
所
に
あ
る
。

円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て

六
九



増
寿
変
易
諸
師
声
聞
諍
今
与
通
𦗺之
。
大
体
如
𦗺上
当
𦗺知
。
延
身
入
変
諸

如
𥿜斯
言
𥾀。
此
通
教
義
。
捨
𦗺命
入
𦗺灰
、
及
捨
𦗺身
入
𦗺変
、
多
約
𥿜三
蔵
声

聞
縁
覚
𥾀。
得
𥿜此
大
達
𥾀莫
𦗺迷
𥿜岐
路
𥾀。
又
菩
薩
以
𦗺誓
故
留
𥿜有
根
身
𥾀、
至
𥿜

第
八
地
𥾀方
断
𥿜随
眠
𥾀。
亦
約
𥿜通
教
下
根
被
摂
𥾀。
世
人
未
𦗺知
𥿜四
教
義
𥾀。

亦
悲
智
強
会
未
𦗺成
。
若
依
𥿜今
家
𥾀、
一
切
疑
滞
融
銷
如
𦗺氷
。
上
来
番
番

多
釈
𥿜此
義
𥾀。
恐
人
迷
故
再
三
載
𦗺之
。
通
人
知
𦗺意
。
上
預
説
𦗺文
。
其
義

未
𦗺尽
。
言
𥿜預
設
𥾀者
、
恐
有
𦊼大
乗
起
𥿜乗
同
執
𥾀耳
。

（
智
證
全
上
・
二
〇
七
頁
下
）

こ
こ
で
は
、
諸
師
に
よ
る
声
聞
の
増
寿
変
易
生
死㊲
に
関
す
る
の
見
解
を
判
じ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
あ
く
ま
で
通
教
義
で
あ
り
、
第
八
地
で
随
眠
煩
悩

を
断
じ
る
の
を
通
教
下
根
の
被
接
で
あ
る
と
捉
え
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
を
、

世
の
人
が
四
教
を
知
ら
な
い
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
増
寿
変
易
に
関
し
て
様
々

な
義
が
立
て
ら
れ
る
が
、
天
台
義
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
種
々
の
疑
が
解
決
す
る

と
し
て
い
る
。

な
お
、
増
寿
変
易
に
関
す
る
問
題
は
、
こ
の
記
述
の
直
前
に
引
用
さ
れ
る

⽝
法
華
文
句
記
⽞
の
文
を
踏
ま
え
て
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
具
引
𦊼叙
六
祖
釈
𥿜増
長
𥾀。⽛
二
乗
増
長
二
解
不
𦗺同
。
並
今
師
意
、
前
釈

得
𥿜小
乗
𥾀尽
𥿜生
死
𥾀方
云
𥿜最
後
𥾀。
次
釈
大
乗
中
方
名
𥿜後
身
𥾀。
大
小
雨
種
、

並
名
𥿜増
長
𥾀。
皆
由
𦗺値
𦗺仏
、
衆
生
自
謂
𥿜当
分
増
長
𥾀。
今
准
𥿜仏
意
𥾀莫
𦗺

非
𥿜地
雨
𥾀。
故
令
𦊼当
分
遠
有
𥿜増
長
𥾀。
所
以
至
𦗺此
方
知
𦗺合
𦗺一
。
無
後
之

言
、
且
任
𥿜小
教
𥾀。
権
名
為
𦗺無
。
非
𥿜永
無
𥾀也
。
若
得
𥿜法
身
等
覚
𥾀。
一

転
当
𦗺入
𥿜妙
覚
𥾀。
乃
云
𥿜最
後
𥾀。
問
。
或
論
云
。
羅
漢
発
心
已
後
、
辺
際

定
力
令
𦊼分
段
身
延
至
𥿜変
易
𥾀。
不
𥿜復
仮
𧎋報
。
成
𥿜無
上
果
𥾀〈
或
云
𥿜増

寿
変
易
𥾀〉
者
、
此
何
教
摂
。
答
。
今
約
𥿜宗
意
𥾀。
此
多
属
𥿜通
義
𥾀。
以
𦊼通

菩
薩
過
𥿜二
乗
地
𥾀惑
潤
𥿜生
身
𥾀或
不
𦗺経
𦗺生
而
成
𥿜正
覚
𥾀。
豈
花
王
仏
果
。

而
用
𥿜二
乗
辺
際
定
力
𥾀。
故
応
𥿜問
言
𥾀。
此
定
与
𥿜彼
首
楞
厳
定
𥾀同
耶
異
耶
。

諸
論
皆
云
𦮴捨
𥿜分
段
身
𥾀而
入
𦬧変
易
𦨪。
天
親
論
主
意
未
𥿜必
然
𥾀。
但
恐
釈

論
義
不
𦗺正
耳
。
故
知
、
最
後
之
言
大
小
各
別
。
無
𦗺人
有
𦗺教
。
深
可
𦗺為
𦗺

規
。

（
智
證
全
上
・
二
〇
六
頁
下
ᴷ
二
〇
七
頁
上
）

一
部
、⽝
法
華
文
句
記
⽞
の
文
を
問
答
体
に
置
き
換
え
て
い
る
箇
所
が
あ
る㊳
。

こ
こ
で
は
特
に
、
分
段
身
を
延
ば
し
て
変
易
身
を
得
て
、
無
上
果
を
成
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
注
で
⽛
或
い
は
増
寿
変
易
と
い
う
⽜
と
補
足
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
が
何
れ
の
教
に
該
当
す
る
か
を
問
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
天
台
の
意

で
は
多
く
が
通
教
の
義
に
属
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

注
釈
対
象
で
あ
る
⽝
法
華
論
⽞
の
文
は
、
七
喩㊴
が
説
か
れ
る
意
義
を
示
す
箇

所
に
あ
る
。
注
釈
対
象
の
文
は
、⽛
第
三
人
者
、
令
𦗺知
𥿜種
種
乗
𥾀。
諸
仏
如
来

平
等
説
法
、
随
𥿜衆
生
善
根
種
子
𥾀生
𦗺芽
故㊵
（
第
三
の
人
（
大
乗
人
）
の
た
め
に
、

種
々
の
乗
り
物
の
こ
と
を
知
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
諸
の
仏
・
如
来
は
平
等
に
説
法

し
、
衆
生
の
善
根
の
種
子
に
し
た
が
っ
て
芽
が
生
じ
る
の
で
あ
る
）⽜
と
あ
り
、
大

乗
人
の
た
め
に
喩
を
説
く
意
義
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
が
説
く
教
え

は
平
等
で
あ
る
が
、
教
え
を
受
け
る
衆
生
側
の
機
根
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
説

七
〇



く
。
注
釈
の
た
め
の
記
述
や
引
用
文
を
見
る
限
り
、
増
寿
変
易
に
関
す
る
記
述

は
、
直
前
の
⽝
法
華
文
句
記
⽞
の
文
が
な
け
れ
ば
唐
突
感
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
増
寿
変
易
生
死
に
関
す
る
記
述
は
、⽝
法
華
論
⽞
の
文
そ
の
も
の
を
注
釈

し
た
と
い
う
よ
り
、
直
前
の
⽝
法
華
文
句
記
⽞
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
た
と
み
て

よ
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
円
珍
は
他
学
派
・
他
宗
派
の
人
師
が
誤
っ
た
解
釈
を
す
る

の
は
、
四
教
を
知
ら
な
い
、
解
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
論
じ
る
の
で
あ
る㊶
。
な

お
、
こ
こ
で
の
⽛
世
人㊷
⽜
が
具
体
的
に
特
定
の
人
師
も
し
く
は
学
派
・
宗
派
を

指
す
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
智
増
と
悲
増
菩
薩
の
二
種
菩
薩
や
増
寿
変
易
に

よ
る
解
釈
が
あ
る
箇
所
は
、
法
相
系
の
人
師
た
ち
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

⽝
法
華
論
記
⽞
が
撰
述
さ
れ
た
時
期
を
考
え
る
と
、
日
本
の
人
師
で
な
く
、
中

国
で
活
躍
し
た
人
師
た
ち
を
想
定
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
教
判
の
記
述
を
足
が
か
り
に
、⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
円
珍
の

⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
み
ら
れ
る
一
特
徴
を
検
討
し
た
。

⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
い
て
八
教
の
語
は
基
本
的
に
⽝
法
華
経
⽞
が
八
教
に
摂

さ
れ
な
い
こ
と
を
説
く
際
に
用
い
ら
れ
る
。
四
時
八
教
と
い
う
語
が
あ
る
よ
う

に
、
八
教
は
五
時
判
の
上
で
は
前
四
時
に
摂
せ
ら
れ
る
と
説
く
。
一
代
教
を
四

時
八
教
と
規
定
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

⽝
法
華
論
⽞
の
文
を
踏
ま
え
て
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
与
釈
と
奪
釈

の
点
か
ら
い
え
ば
、
奪
釈
的
な
解
釈
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。

次
に
、
他
学
派
・
他
宗
派
の
人
師
が
解
釈
を
す
る
説
を
斥
け
る
場
合
に
、
四

教
（
化
法
四
教
）
の
依
用
の
有
無
を
基
準
に
し
て
い
る
場
合
が
複
数
確
認
で
き

た
。
そ
の
こ
と
は
、⽝
法
華
経
論
述
記
⽞
の
説
を
過
失
が
な
い
と
し
な
が
ら
も
、

採
用
し
な
い
と
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
法
相
宗
の
教
説
で

あ
る
智
増
と
悲
増
か
ら
な
る
二
種
菩
薩
の
説
を
斥
け
る
箇
所
で
は
、
通
教
の
菩

薩
で
あ
る
と
論
じ
る
。
増
寿
変
易
の
説
の
位
置
づ
け
を
論
じ
る
際
に
は
、
通
教

の
下
根
で
あ
る
と
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
法
相
宗
の
説
を
化
法
四
教
の
通
教
に
当
て
は
め
る
の
は
、
実
際
の
教
説
面

か
ら
円
珍
が
判
定
し
た
と
み
て
も
よ
い
が
、
当
時
の
法
相
宗
に
対
す
る
天
台
宗

側
に
共
有
さ
れ
て
い
た
認
識
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る㊸
。

ま
た
、⽝
法
華
論
⽞
の
注
釈
書
と
し
て
見
た
場
合
、
必
ず
し
も
⽝
法
華
論
⽞

の
文
そ
の
も
の
を
注
釈
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
箇
所
も
確
認
で
き
た
。
例

え
ば
、⽛
不
摂
八
教
⽜
は
、⽝
法
華
論
⽞
の
⽛
依
止
説
因
成
就
⽜
以
下
の
瑞
相
を

解
釈
す
る
箇
所
に
あ
る
。⽛
不
摂
八
教
⽜
は
⽝
法
華
論
⽞
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

引
用
さ
れ
る
⽝
法
華
文
句
⽞
や
⽝
法
華
文
句
記
⽞
の
説
を
踏
ま
え
た
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。
同
時
代
的
な
も
の
と
し
て
は
、
円
澄
問
の
⽛
唐
決
⽜
に
よ
る
⽝
法

華
玄
義
釈
籤
⽞
の
与
奪
の
文
に
対
す
る
疑
問
が
な
け
れ
ば
こ
の
箇
所
で
⽛
不
摂

八
教
⽜
の
記
述
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い㊹
。
ま
た
、
増
寿
変
易
に
関

す
る
箇
所
も
同
じ
で
、⽝
法
華
文
句
記
⽞
の
記
述
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
て
い
る
。

天
台
義
に
よ
る
注
釈
を
行
う
と
い
う
目
的
の
都
合
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い

が
、⽝
法
華
論
⽞
の
注
釈
と
し
て
見
る
と
若
干
の
ズ
レ
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の

あ
た
り
は
、
当
時
の
仏
教
界
全
般
、
も
し
く
は
天
台
宗
内
で
問
題
と
な
っ
て
い

円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て

七
一



た
事
項
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
た
め
、⽝
法
華
論

記
⽞
を
天
台
思
想
史
上
に
位
置
づ
け
る
に
は
、
同
時
代
の
仏
教
界
で
問
題
と
な

っ
て
い
た
テ
ー
マ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
思
想
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、⽝
法
華
論
記
⽞
を
具
体
的
に
天
台
思
想
史
上
に
位
置
づ
け
る

こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註①

本
稿
で
は
便
宜
的
に
⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
⽞
巻
二
六
に
収
録
さ
れ
る
勒
那
摩

提
訳
の
⽝
法
華
論
⽞
を
用
い
る
。
円
珍
が
⽝
法
華
論
記
⽞
を
撰
述
し
た
際
に
依

用
し
た
⽝
法
華
論
⽞
が
菩
提
流
支
訳
と
勒
那
摩
提
訳
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
前
川
［
一
九
九
五
］（
一
〇
〇
頁
）
で
は

敦
煌
本
の
勒
那
摩
提
訳
（
Ｓ
二
五
〇
四
）
に
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
金
［
二
〇

二
〇
］（
三
五
二
頁
ᴷ
三
五
三
頁
）
で
は
入
蔵
以
前
の
勒
那
摩
提
訳
の
古
形
で

あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
浅
野
［
二
〇
二
三
］（
五
三
頁
ᴷ

五
六
頁
）
に
よ
る
と
、⽝
法
華
論
記
⽞
で
依
用
さ
れ
た
⽝
法
華
論
⽞
は
現
存
す

る
菩
提
流
支
訳
と
の
み
一
致
す
る
場
合
と
勒
那
摩
提
訳
と
の
み
一
致
す
る
場
合

が
あ
り
、
い
ず
れ
の
訳
を
依
用
し
た
か
の
断
定
が
困
難
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

②

浅
井
［
一
九
七
三
］（
三
九
一
頁
）、
木
内
［
一
九
七
三
］（
一
四
二
頁
ᴷ
一

四
三
頁
）、
高
崎
［
一
九
七
七
］（
三
四
六
頁
）、
池
田
［
一
九
七
八
Ｂ
］（
三
二

二
頁
）、
河
村
［
一
九
八
九
Ａ
］（
二
頁
）・［
一
九
八
九
Ｂ
］（
九
四
九
頁
）
な

ど
参
照
。

③

吉
蔵
や
基
の
解
釈
に
対
す
る
批
判
は
、
池
田
［
一
九
七
八
Ａ
］（
九
八
頁
ᴷ

九
九
頁
）・［
一
九
七
八
Ｂ
］（
三
二
六
頁
）
や
奥
野
［
一
九
九
二
］、
前
川
［
一

九
九
五
］・［
二
〇
〇
二
］・［
二
〇
〇
四
］［
二
〇
〇
五
］
な
ど
参
照
。
特
に
、

前
川
［
二
〇
〇
二
］・［
二
〇
〇
四
］・［
二
〇
〇
五
］
に
よ
っ
て
、
方
便
品
の
釈

ま
で
で
あ
る
が
⽝
法
華
論
記
⽞
に
引
か
れ
る
⽝
法
華
玄
賛
⽞
の
説
に
対
す
る
円

珍
の
自
説
箇
所
を
中
心
に
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、⽝
法
華
論
記
⽞
撰

述
に
際
し
て
円
珍
は
吉
蔵
の
⽝
法
華
義
疏
⽞
を
閲
覧
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
る
。⽝
法
華
論
記
⽞
で
提
示
さ
れ
る
⽝
法
華
義
疏
⽞
の
説
は
円
珍
が
⽝
法
華

義
疏
⽞
を
そ
の
ま
ま
要
約
し
た
の
で
は
な
く
、
道
進
（
生
没
年
未
詳
）
の
⽝
妙

法
ẃ
華
経
鈔
⽞
か
ら
孫
引
き
し
た
可
能
性
が
前
川
［
一
九
九
五
］（
九
二
頁
ᴷ

九
八
頁
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
蔵
の
⽝
法
華
論
⽞
の
注
釈

書
で
あ
る
⽝
法
華
論
疏
⽞
の
依
用
に
つ
い
て
は
、
河
村
［
一
九
八
九
］（
九
四

九
頁
）
で
は
分
科
と
援
用
し
た
文
献
の
相
違
点
か
ら
⽝
法
華
論
記
⽞
を
撰
述
す

る
際
に
は
参
照
さ
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
奥
野
［
一
九
九
二
］（
一
四

六
頁
）
も
吉
蔵
の
注
釈
書
が
参
照
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、

尊
通
（
一
四
二
七
ᴷ
一
五
一
六
）
の
⽝
智
證
大
師
年
譜
⽞
に
お
け
る
大
中
七
年

（
仁
寿
三
年
、
八
五
三
）
の
条
に
あ
る
⽛
寓
𥿜居
開
元
寺
𥾀。
便
就
𥿜其
寺
𥾀伝
教
大

徳
存
𦗺式
。
聴
𥿜嘉
祥
慈
恩
法
華
疏
華
厳
涅
槃
疏
及
律
俱
舎
等
義
𥾀⽜（
智
證
全

下
・
一
三
八
五
下
）
と
い
う
記
述
か
ら
入
唐
後
（
円
珍
の
入
唐
期
間
は
八
五
三

ᴷ
八
五
八
）
に
⽝
法
華
論
疏
⽞
を
閲
覧
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

前
川
［
一
九
九
五
］（
九
七
頁
参
照
）
で
は
⽝
智
證
大
師
年
譜
⽞
を
含
め
た

⽝
弘
伝
真
言
止
観
両
宗
官
牒
⽞（
智
證
全
下
・
一
三
一
四
上
）、
三
好
清
行
（
八

四
七
ᴷ
九
一
九
）
の
⽝
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
⽞（
智
證
全
下
・
一
三
六

六
頁
下
）
に
お
け
る
記
述
に
よ
っ
て
円
珍
が
⽝
法
華
論
疏
⽞
を
参
照
し
て
い
た

と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
入
唐
中
の
諸
目
録
の
記

述
か
ら
、
吉
蔵
の
⽝
法
華
義
疏
⽞
自
体
も
離
唐
の
直
前
ま
で
入
手
で
き
な
か
っ

た
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

④

河
村
［
一
九
八
九
Ａ
］・［
一
九
八
九
Ｂ
］
や
水
上
［
二
〇
〇
八
］（
一
〇
七

頁
ᴷ
一
四
四
頁
）
で
は
仏
身
論
を
中
心
に
、
苫
米
地
［
二
〇
〇
八
］（
五
三
六

頁
ᴷ
五
四
六
頁
）
で
は
仏
身
論
と
成
仏
論
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑤

こ
の
点
に
つ
い
て
、
浅
井
［
一
九
七
三
］（
三
九
一
頁
）
は
⽛
最
澄
等
の
先

師
の
意
見
を
全
く
対
照
し
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
法
華

論
と
天
台
疏
と
を
会
合
す
る
試
み
は
天
台
疏
が
法
華
論
意
に
合
致
す
る
証
拠
の

提
供
の
意
味
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
遥
か
に
徳
一
の
難
言
に
応
え
、
最
澄
を
翼

賛
す
る
所
以
と
な
る
⽜
と
、
最
澄
説
を
補
強
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
を
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お
こ
な
っ
て
い
る
。

⑥

前
川
［
一
九
九
五
］（
一
〇
〇
頁
）
で
は
、⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
⽝
法
華

玄
賛
⽞
の
引
用
の
多
さ
か
ら
最
澄
以
降
展
開
さ
れ
る
天
台
宗
と
法
相
宗
と
の
論

争
の
文
脈
で
読
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
点
と
、
最
澄
か
ら
源
信
⽝
一
乗
要

決
⽞
に
い
た
る
ま
で
に
撰
述
さ
れ
た
天
台
宗
側
の
最
も
大
部
な
法
相
宗
批
判
の

書
で
あ
る
点
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
浅
野
［
二
〇
一
八
］（
七
一
七
頁
）
に

お
い
て
も
円
珍
の
⽝
法
華
論
記
⽞
を
最
澄
と
源
信
の
間
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
最
澄
と
源
信
の
間
に
円
珍
⽝
法
華
論
記
⽞
を
置
く
が
、
最
澄
か
ら

の
円
珍
へ
の
影
響
と
、
円
珍
か
ら
源
信
へ
の
具
体
的
な
影
響
に
つ
い
て
の
検
討

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

⑦

本
稿
で
は
、⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
天
台
円
教
の
教
判
説
を
取
り
扱
う
都

合
上
、
天
台
密
教
の
教
判
説
に
は
踏
み
込
ま
な
い
。

⑧

硲
［
一
九
四
八
］（
二
一
〇
頁
ᴷ
二
一
九
頁
）、
浅
井
［
一
九
七
三
］（
四
一

三
頁
ᴷ
四
二
一
頁
）、
小
寺
［
一
九
七
五
］（
二
八
一
頁
ᴷ
二
八
三
頁
）、
池
田

［
一
九
七
八
Ａ
］（
一
〇
一
頁
ᴷ
一
〇
二
頁
）
な
ど
参
照
。

⑨

浅
井
［
一
九
七
三
］
四
二
一
頁
参
照
。

⑩
⽝
授
決
集
⽞
に
関
し
て
は
紙
幅
の
都
合
で
こ
れ
以
上
踏
み
込
ま
な
い
が
、
教

判
説
に
関
連
す
る
⽛
天
台
大
綱
決
第
一
⽜、⽛
四
教
名
義
指
掌
決
第
二
⽜⽛
五
味

決
第
三
⽜
な
ど
の
決
が
他
に
も
あ
る
。

⑪

良
諝
（
唐
天
台
座
主
）
の
釈
に
よ
る
と
、
天
台
の
教
判
に
は
⽛
非
頓
非
漸
⽜

⽛
非
頓
而
頓
⽜⽛
非
漸
而
漸
⽜
の
三
種
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
⽝
法
華
経
⽞
が
八

教
の
摂
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。⽝
授
決
集
⽞
に
お
け
る
引
用
は
次
の
通
り

で
あ
る
。⽛
今
正
決
𦗺之
。
唐
天
台
座
主
釈
曰
。⽛
今
宗
判
教
有
𥿜三
種
𥾀。
即
是
一

代
乃
至
十
方
三
世
諸
仏
所
𦗺決
也
。
一
非
頓
非
漸
、
二
非
頓
而
頓
、
三
非
漸
而

漸
。
所
𦗺言
非
頓
漸
者
、
最
初
所
𦗺引
唯
此
一
事
実
之
文
意
也
。
実
即
実
相
。
唯

仏
与
𦗺仏
乃
能
究
𥿜尽
諸
法
之
実
相
𥾀、
亦
是
一
切
智
之
所
𦗺帰
地
〈
矣
〉。
指
𥿜其

教
部
𥾀即
是
法
華
。
次
而
頓
即
華
厳
。
後
而
漸
即
三
味
〈
酪
及
二
蘇
也
〉。
実
相

難
解
難
入
。
所
以
施
𥿜設
頓
漸
儀
法
𥾀。
四
十
余
年
調
𥿜熟
之
𥾀畢
。
究
竟
会
𥿜入
平

等
大
慧
実
相
妙
理
𥾀。
故
言
𥿜一
実
二
権
𥾀。
又
頓
之
言
義
具
𥿜二
意
𥾀。
一
頓
説
故
為
𦗺

頓
。
如
𦊼日
出
𦗺先
照
𥿜大
山
王
𥾀。
即
須
弥
山
等
。
二
指
𦗺円
為
𦗺頓
。
即
円
融
円

満
頓
極
頓
足
也
。
今
言
𥿜漸
頓
𥾀。
即
是
三
味
漸
、
後
之
教
頓
〈
矣
〉。
非
𥿜八
教

中
化
儀
之
頓
𥾀。
当
以
諦
聴
。
法
華
是
能
生
之
円
、
能
会
之
円
、
能
融
之
円
、
能

妙
之
円
、
所
帰
之
円
故
称
𥿜平
等
大
慧
独
妙
一
大
円
教
𥾀也
。
能
生
𥿜漸
頓
𥾀、
能

会
𥿜漸
頓
𥾀、
能
融
𥿜漸
頓
𥾀、
能
妙
𥿜漸
頓
𥾀。
由
𥿜此
等
義
𥾀称
𥿜平
等
大
慧
妙
法
一
乗
𥾀。

若
不
𦗺然
者
、
非
𥿜平
等
𥾀非
𥿜妙
法
𥾀也
⽜〈
云
云
〉⽜（
智
證
全
上
・
三
三
七
頁
下

ᴷ
三
三
八
頁
上
）。

⑫

な
お
、⽝
法
華
論
記
⽞
に
は
引
用
さ
れ
な
い
が
、⽝
四
教
義
⽞
巻
十
二
・⽝
維

摩
経
玄
疏
⽞
巻
四
に
は
⽛
法
華
論
別
申
𥿜法
華
経
一
円
教
𥾀。⽜（⽝
四
教
義
⽞・
大

正
四
六
・
七
六
八
頁
中
）・（⽝
維
摩
経
玄
疏
⽞・
大
正
三
八
・
五
四
四
頁
下
）
と

⽝
法
華
論
⽞
に
は
純
一
の
円
教
が
説
か
れ
て
お
り
、⽝
維
摩
経
玄
疏
⽞
巻
一
に
は

⽛
天
親
菩
薩
用
𥿜一
番
悉
檀
𥾀造
𥿜法
華
論
𥾀釈
𥿜法
華
経
𥾀。⽜（
大
正
三
八
・
五
二
三

頁
上
）
に
は
世
親
が
一
番
の
悉
壇
（
円
教
）
に
よ
っ
て
⽝
法
華
論
⽞
を
造
り
、

⽝
法
華
経
⽞
を
解
釈
し
た
と
あ
る
。⽝
法
華
論
記
⽞
に
は
⽝
法
華
論
⽞
が
円
教
に

よ
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
直
接
言
及
す
る
箇
所
は
な
い
が
、⽝
四
教
義
⽞
や

⽝
維
摩
経
玄
疏
⽞
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
理
解
は
、
根
底
に
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

⑬

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
円
珍
に
よ
る
法
華
超
八
の
用
例
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
浅
井
［
一
九
七
三
］（
四
一
六
頁
、
四
二
〇
頁
ᴷ
四
二
一
頁
）、
池
田

［
一
九
七
八
Ａ
］（
一
〇
一
頁
ᴷ
一
〇
二
頁
）。

⑭

大
正
二
六
・
三
頁
中
。

⑮
⽝
法
華
論
⽞
で
は
⽛
数
種
種
者
、
示
𥿜現
種
種
観
𥾀故
。
略
説
𥿜四
種
観
𥾀。
一
者

食
、
二
者
聞
法
、
三
者
明
修
行
、
四
者
楽
⽜（
大
正
二
六
・
一
三
頁
上
）
と
あ

り
、
種
々
の
観
察
を
食
・
聞
法
・
修
行
・
楽
の
四
種
で
要
約
す
る
。

⑯

引
用
す
る
円
澄
の
問
は
、
便
宜
的
に
維
蠲
答
⽛
唐
決
⽜
の
問
を
用
い
た
。

⑰

大
正
三
三
・
六
八
四
頁
上
。

⑱

広
修
の
答
は
新
纂
続
蔵
五
六
・
六
七
三
頁
中
ᴷ
下
、
維
蠲
の
答
は
新
纂
五

六
・
六
八
三
頁
下
ᴷ
六
八
四
頁
上
。

⑲
⽝
授
決
集
⽞
で
は
⽛
序
品
疏
釈
𥿜二
土
瑞
𥾀竟
云
。⽛
当
𦗺知
。
此
土
従
𦗺一
出
𥿜

円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て
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無
量
𥾀。
非
𦗺頓
而
頓
、
非
𦗺漸
而
漸
。
其
事
已
竟
。
必
当
𦮴収
𥿜無
量
法
𥾀還
入
𥿜一

法
𥾀、
開
𦗺権
顕
𦗺実
、
息
𦗺化
帰
𦗺真
、
与
𥿜彼
土
𥾀同
𦨪也
⽜。⽛
言
𦊼従
𦗺一
出
𥿜無
量
𥾀

者
、
始
従
𥿜華
厳
𥾀至
𥿜般
若
𥾀来
、
皆
従
𥿜一
法
𥾀開
出
、
至
𥿜般
若
𥾀時
頓
漸
已
竟
。

而
人
不
𦗺知
𦊼法
華
出
𥿜頓
漸
外
𥾀。
請
観
𥿜竟
字
𥾀。
法
華
但
是
収
𥿜無
量
𥾀以
帰
𦗺一
⽜

（
智
證
全
上
・
三
三
七
頁
下
）
と
、⽝
法
華
文
句
⽞（
大
正
三
四
・
二
九
頁
下
ᴷ

三
〇
頁
上
）
と
⽝
法
華
文
句
記
⽞（
大
正
三
四
・
一
九
七
頁
下
）
の
文
が
引
か

れ
る
。

⑳

智
證
全
上
・
三
三
八
頁
下
。

㉑
⽝
法
華
文
句
記
⽞
巻
一
上
の
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
、⽛
験
知
、
論
主
全
許
𥿜

一
部
𥾀為
𥿜法
門
中
勝
𥾀、
方
指
𥿜如
是
等
𥾀為
𥿜一
切
法
門
中
勝
𥾀。
一
切
法
門
即
一

代
教
。
不
𦗺然
如
何
消
𥿜釈
一
切
之
言
𥾀。
既
一
代
教
中
最
為
𥿜其
上
𥾀、
具
如
𥿜薬
王

品
中
𥾀歎
教
文
也
⽜（
大
正
三
四
・
一
五
三
頁
中
）。

㉒
⽝
法
華
玄
義
⽞
巻
一
上
⽛
在
𥿜四
味
教
之
頂
𥾀離
𥿜四
誹
謗
𥾀⽜（
大
正
三
三
・
六

八
四
頁
下
）。

㉓
⽝
止
観
輔
行
伝
弘
決
⽞
巻
三
之
二
⽛
今
約
𥿜修
観
𥾀且
以
𥿜三
諦
二
諦
𥾀、
名
為
𥿜

種
種
𥾀。
若
論
𥿜経
意
𥾀八
教
四
味
。
方
名
𥿜種
種
𥾀⽜（
大
正
四
六
・
二
三
二
頁
中
）。

㉔

大
正
二
六
・
一
二
頁
中
。

㉕

大
正
二
六
・
一
六
頁
中
。

㉖

大
正
二
六
・
一
六
頁
中
ᴷ
下
。

㉗

大
正
二
六
・
一
九
頁
上
。

㉘

紙
幅
の
都
合
で
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
八
教
に
関
す
る
他
の
用

例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
法
華
超
八
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
智
證
全
上
・
四

頁
上
、
六
五
頁
上
、
六
八
頁
上
、
六
九
頁
上
ᴷ
下
、
一
七
九
頁
上
、
三
一
三
頁

上
。

㉙
⽛
寂
徳
⽜
が
義
寂
を
指
す
こ
と
は
前
川
［
一
九
九
五
］（
八
九
頁
ᴷ
九
〇
頁
）

に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

㉚

前
川
［
一
九
九
五
］
八
九
頁
ᴷ
九
〇
頁
参
照
。

㉛
⽛
安
詳
而
起
⽜
の
⽛
安
⽜
に
対
す
る
釈
に
対
す
る
終
南
（
道
宣
の
可
能
性
あ

り
）
の
説
を
批
判
す
る
た
め
に
基
の
説
を
傍
証
と
し
て
引
用
し
て
い
る
箇
所
が

あ
る
こ
と
が
、
前
川
［
二
〇
〇
四
］（
八
六
頁
ᴷ
八
七
頁
）
に
お
い
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

㉜

大
正
二
六
・
一
一
頁
上
。

㉝

大
正
二
六
・
一
二
頁
上
。

㉞

智
増
菩
薩
と
悲
増
菩
薩
に
つ
い
て
は
深
浦
［
一
九
五
四
］（
五
一
四
頁
、
六

六
五
頁
、
七
〇
八
頁
）
参
照
。
基
⽝
成
唯
識
論
述
記
⽞
巻
七
本
⽛
述
曰
、
復
有
𥿜

頓
悟
決
定
性
人
𥾀。
有
𦮴従
𥿜初
地
𥾀即
能
伏
𦬧一
切
煩
悩
𦨪…
…
即
十
地
菩
薩
。
有

𦗺起
𥿜煩
悩
𥾀、
謂
悲
増
上
者
。
有
𦗺不
𦗺起
𥿜煩
悩
𥾀、
謂
智
増
上
者
⽜（
大
正
四
三
・

四
八
三
頁
上
）
な
ど
で
説
か
れ
て
い
る
。

㉟

智
證
全
上
・
三
九
頁
上
ᴷ
四
一
頁
上
。
な
お
、⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
被

接
説
に
つ
い
て
は
拙
稿
［
二
〇
二
三
］
で
考
察
し
た
。
紙
幅
の
都
合
、
具
体
的

な
引
用
文
な
ど
は
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

㊱

大
正
二
六
・
一
八
上
。

㊲

法
相
唯
識
で
は
、
不
定
性
の
二
乗
は
分
段
身
を
延
ば
す
、
つ
ま
り
寿
命
を
増

す
こ
と
に
よ
っ
て
変
易
身
を
受
け
て
、
修
行
の
後
に
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
説
く
。
な
お
、
定
性
の
二
乗
は
分
段
身
を
捨
て
て
三
界
を
離
れ
て
涅
槃
に
入

る
の
で
、
変
易
身
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
た
め
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

説
く
（
寺
井
［
一
九
九
二
］
参
照
）。

㊳
⽝
法
華
文
句
記
⽞
巻
七
下
の
本
来
の
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。⽛
釈
𥿜増
長
𥾀中
、

二
乗
増
長
二
解
不
𦗺同
。
並
今
師
意
、
前
釈
得
𥿜小
乗
𥾀尽
𥿜生
死
𥾀、
方
名
𥿜最
後
𥾀。

次
釈
𥿜大
乗
𥾀中
、
方
名
𥿜後
身
𥾀。
大
小
両
種
並
名
𥿜増
長
𥾀。
増
長
皆
由
𦗺値
𦗺仏
。

衆
生
自
謂
𥿜当
分
増
長
𥾀。
今
準
𥿜仏
意
𥾀莫
𦗺非
𥿜地
雨
𥾀故
令
𦊼当
分
遠
有
𥿜増
長
𥾀。

所
以
至
𦗺此
方
知
𦗺合
𦗺一
。
無
後
之
言
、
且
任
𥿜小
教
𥾀。
権
名
為
𦗺無
非
𥿜永
無
𥾀

也
。
若
得
𥿜法
身
等
覚
𥾀、
一
転
当
𦗺入
𥿜妙
覚
𥾀。
乃
云
𥿜最
後
𥾀。
論
云
。⽛
羅
漢
発

心
已
後
、
辺
際
定
力
、
令
𦊼分
段
身
延
至
𥿜変
易
𥾀。
不
𥿜復
改
𧎋報
、
成
𥿜無
上
果
𥾀⽜

者
、
此
多
属
𥿜通
義
𥾀。
以
𦊼通
菩
薩
過
𥿜二
乗
地
𥾀。
惑
潤
𥿜生
身
𥾀或
不
𦗺経
𦗺生
而

成
𥿜正
覚
𥾀。
豈
華
王
仏
果
而
用
𥿜二
乗
辺
際
定
身
𥾀。
故
応
𥿜問
言
𥾀。
此
定
与
𥿜彼
首

楞
厳
定
𥾀同
耶
異
耶
。
諸
論
皆
云
𦮴捨
𥿜分
段
身
𥾀而
入
𦬧変
易
𦨪。
天
親
論
主
意
未
𥿜

必
然
𥾀。
但
恐
論
釈
義
不
𦗺正
耳
。
故
知
、
最
後
増
長
之
言
、
大
小
各
別
。
無
𦗺人

七
四



有
𦗺教
深
可
𦗺為
𦗺規
⽜（
大
正
三
四
・
二
九
四
頁
下
ᴷ
二
九
五
頁
上
）。

㊴
⽝
法
華
論
⽞
で
は
、⽛
自
𦗺此
已
下
、
為
𥿜七
種
具
足
煩
悩
性
衆
生
𥾀、
説
𥿜七
譬

喩
𥾀、
対
𥿜治
七
種
増
上
慢
𥾀。
応
知
。⽜（
大
正
二
六
・
一
七
頁
中
）
と
あ
る
よ
う

に
、
七
種
の
煩
悩
染
性
を
具
足
し
て
い
る
衆
生
の
た
め
に
、
七
種
の
喩
を
説
き
、

七
種
の
増
上
慢
心
を
対
治
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

㊵

大
正
二
六
・
一
八
上
。

㊶

紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
た
が
、
他
宗
派
・
他
学
派
の
人
が
天
台
の
教
判
説
を

知
ら
な
い
た
め
に
迷
う
、
な
ど
の
箇
所
は
多
く
は
な
い
が
他
に
も
確
認
で
き
る
。

例
え
ば
、⽝
法
華
論
⽞
の
五
味
を
注
釈
す
る
箇
所
に
は
⽛
他
迷
𥿜斯
旨
𥾀故
失
𥿜五

時
𥾀⽜（
智
證
全
上
・
一
七
四
頁
上
）
と
あ
る
。
ま
た
、
教
判
そ
の
も
の
で
は
な

い
が
、
七
種
功
徳
成
就
を
注
釈
す
る
箇
所
で
は
七
権
（
人
・
天
・
声
聞
・
縁

覚
・
蔵
教
の
菩
薩
・
通
教
の
菩
薩
・
別
教
の
菩
薩
）
の
功
徳
を
破
し
て
一
乗
真

実
の
功
徳
を
顕
す
こ
と
が
説
か
れ
、⽛
世
人
未
𦗺識
𥿜七
権
之
趣
𥾀。
何
以
会
𥿜一
論

之
旨
𥾀⽜（
智
證
全
上
・
二
頁
下
）
と
示
さ
れ
る
。

㊷

な
お
、⽛
世
人
⽜
の
記
述
は
他
に
も
散
見
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
教
判
と
関
わ

ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
引
用
箇
所
を
除
い
た
自
説
部
分
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に

お
け
る
⽛
世
人
⽜
の
記
述
は
、
該
当
箇
所
の
み
記
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
智

證
全
上
・
二
頁
下
三
行
目
、
五
一
頁
下
四
行
目
、
六
二
頁
上
四
行
目
、
八
二
頁

下
四
行
目
。

㊸

安
然
⽝
教
時
問
答
⽞
巻
二
に
⽛
問
。
天
台
宗
云
、
唯
識
論
明
𥿜別
教
地
位
𥾀。

又
云
。⽛
八
識
二
無
我
三
性
三
無
性
等
皆
別
教
義
也
⽜。
而
何
今
云
𥿜法
相
菩
薩

位
是
天
台
通
教
義
𥾀。
答
。
天
台
守
護
章
云
。⽛
瑜
伽
所
𦗺説
無
常
仏
果
是
夢
裏
仏

果
、
三
獣
度
河
之
意
⽜。
又
秀
句
云
。⽛
瑜
伽
論
是
三
乗
通
教
義
也
⽜。
又
深
密

中
⽛
第
三
時
云
𦮴普
為
𦬧発
𥿜趣
一
切
乗
𥾀者
𦨪⽜
即
是
天
台
三
乗
通
教
義
也
。
而

天
台
有
𥿜名
別
義
通
之
義
𥾀。
故
約
𥿜名
別
𥾀且
云
𥿜別
義
𥾀。
然
実
通
義
⽜（
大
正
七

五
・
三
九
六
頁
中
）
と
あ
る
。⽝
教
時
問
答
⽞
で
は
、
法
相
宗
を
通
教
と
捉
え

て
い
る
。
そ
れ
の
根
拠
に
⽝
守
護
国
界
章
⽞
や
⽝
法
華
秀
句
⽞、⽝
解
深
密
経
⽞

を
引
く
。
ま
た
、
湛
然
の
説
と
み
ら
れ
る
⽝
成
唯
識
論
⽞
や
八
識
・
二
無
我
な

ど
の
説
を
別
教
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、
名
別
義
通
（
名
称
は
別
教
で
あ
る
が
、

義
は
通
教
）
と
捉
え
、
別
教
で
は
な
く
実
に
通
教
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

箇
所
は
大
久
保
［
二
〇
一
五
］（
一
四
八
頁
ᴷ
一
四
九
頁
）
に
よ
る
と
、
安
然

の
⽝
教
時
問
答
⽞
な
ど
に
よ
る
主
張
は
、
中
国
天
台
に
は
な
い
日
本
天
台
に
よ

る
新
し
い
展
開
と
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
行
の
⽝
法
華
秀
句
⽞
に

は
⽛
夫
瑜
伽
論
者
通
𥿜三
乗
教
𥾀⽜（
伝
全
三
・
一
一
七
頁
）
と
あ
り
、⽛
通
教

義
⽜
と
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
最
澄
が
法
相
宗
の
義
を
通
教
と
捉
え
て
い

た
か
の
検
討
は
必
要
だ
が
、
安
然
の
時
点
で
は
法
相
宗
を
通
教
と
捉
え
て
い
る
。

円
珍
が
⽝
法
華
論
記
⽞
を
撰
述
し
た
時
点
で
の
法
相
宗
の
位
置
づ
け
の
検
討
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

㊹

な
お
、⽝
法
華
論
記
⽞
に
は
円
澄
問
の
⽛
唐
決
⽜
を
踏
ま
え
て
記
し
た
と
考

え
ら
れ
る
箇
所
が
一
箇
所
あ
る
。⽝
法
華
論
記
⽞
巻
一
末
（
智
證
全
上
・
二
八

下
）
の
六
心
中
退
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
文
の
順
番
は
前
後
す
る
が
、
維
蠲

の
答
と
円
澄
の
問
で
提
示
さ
れ
る
引
用
文
（
新
纂
五
六
・
六
八
六
頁
中
）
と
同

じ
も
の
が
引
か
れ
る
。

参
考
文
献
一
覧

浅
井
円
道
［
一
九
七
三
］⽝
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
⽞、
平
楽
寺
書
店
。

浅
野
学
［
二
〇
一
八
］⽛
円
珍
⽝
法
華
論
記
⽞
巻
第
七
末
に
お
け
る
天
台
章
疏
の

引
用
に
つ
い
て
⽜⽝
印
度
學
佛
教
學
研
究
⽞
六
六
（
二
）、
七
一
七
頁
ᴷ
七
二

〇
頁
。

浅
野
学
［
二
〇
二
三
］⽛
円
珍
⽝
法
華
論
記
⽞
所
引
の
⽝
法
華
論
⽞
に
つ
い
て
⽜

⽝
印
度
學
佛
教
學
研
究
⽞
七
一
（
二
）、
五
三
頁
ᴷ
五
七
頁
。

池
田
魯
参
［
一
九
七
八
Ａ
］⽛
円
珍
⽝
法
華
論
記
⽞
に
お
け
る
天
台
研
究
の
特
質
⽜

⽝
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
⽞
九
、
九
二
頁
ᴷ
一
〇
七
頁
。

池
田
魯
参
［
一
九
七
八
Ｂ
］⽛
円
珍
の
⽝
法
華
論
記
⽞
に
つ
い
て
⽜⽝
印
度
學
佛
教

學
研
究
⽞
二
七
（
一
）、
三
二
二
頁
ᴷ
三
二
六
頁
。

大
久
保
良
峻
［
二
〇
一
五
］⽛
安
然
と
最
澄
⽜⽝
最
澄
の
思
想
と
天
台
密
教
⽞、
法

藏
館
、（
初
出
：［
二
〇
一
三
］（
多
田
孝
文
名
誉
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
）

⽝
東
洋
の
慈
悲
と
智
慧
⽞、
山
喜
房
佛
書
林
）。

円
珍
に
お
け
る
⽝
法
華
論
⽞
解
釈
に
つ
い
て

七
五



奥
野
光
賢
［
二
〇
〇
二
］⽝
仏
性
思
想
の
展
開
ᴷ
吉
蔵
を
中
心
と
し
た
⽝
法
華
論
⽞

受
容
史
ᴷ
⽞、
大
蔵
出
版
。

河
村
孝
照
［
一
九
八
九
Ａ
］⽛⽝
法
華
論
記
⽞
に
関
す
る
一
考
察
⽜⽝
法
華
文
化
研

究
⽞
一
五
、
一
ᴷ
二
六
頁
。

河
村
孝
照
［
一
九
八
九
Ｂ
］⽛
智
證
大
師
法
華
論
記
に
み
え
る
佛
身
觀
⽜⽝
智
證
大

師
研
究
⽞、
九
四
五
頁
ᴷ
九
七
八
頁
、
天
台
寺
門
宗
智
證
大
師
壹
千
百
年
御

遠
忌
局
。

木
内
央
［
一
九
七
三
］⽛
法
華
論
記
⽜（
鈴
木
学
術
財
団
編
）⽝
大
日
本
仏
教
全
書
⽞

九
七
（
解
題
一
）、
一
四
二
頁
ᴷ
一
四
四
頁
。

金
炳
坤
［
二
〇
二
〇
］⽛
流
支
訳
⽝
法
華
論
⽞
の
流
布
本
に
つ
い
て
ᴷ
序
品
を
中

心
と
し
て
⽜⽝
妙
法
ẃ
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
⽞（
法
華
経
研
究
叢

書
Ⅱ
）、
三
五
六
頁
ᴷ
二
四
二
頁
、
身
延
山
大
学
国
際
日
ẃ
学
研
究
所
。

小
寺
文
穎
［
一
九
七
五
］⽛
日
本
天
台
に
お
け
る
教
判
の
受
容
⽜⽝
印
度
學
佛
教
學

研
究
⽞
二
四
（
一
）、
二
八
〇
頁
ᴷ
二
八
三
頁
。

高
崎
直
道
［
一
九
七
七
］⽛
法
華
論
記
⽜（
鈴
木
学
術
財
団
編
）⽝
増
補
改
訂
日
本

大
蔵
経
⽞
九
七
（
解
題
一
）、
三
四
四
頁
ᴷ
三
四
七
頁
。

寺
井
良
宣
［
一
九
九
二
］⽛
法
宝
の
唯
識
思
想
批
判
の
考
察
ᴷ
変
易
生
死
と
二
乗

作
仏
の
問
題
を
中
心
に
ᴷ
⽜⽝
佛
教
學
研
究
⽞
四
八
、
一
頁
ᴷ
二
五
頁
。

苫
米
地
誠
一
［
二
〇
〇
八
］⽛
円
珍
の
密
教
思
想
に
つ
い
て
ᴷ
在
唐
時
の
著
作
ᴷ
⽜

⽝
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究
第
一
部

初
期
真
言
密
教
教
学
の
形
成
⽞、
五
三

五
頁
ᴷ
五
六
〇
頁
、
ノ
ン
ブ
ル
社
（
初
出
：［
一
九
八
八
］⽛
智
證
大
師
円
珍

の
密
教
思
想
に
つ
い
て
ᴷ
在
唐
時
の
著
作
ᴷ
⽜⽝
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究

所
年
報
⽞
一
〇
、
一
四
頁
ᴷ
三
一
頁
）。

硲
慈
弘
［
一
九
四
八
］⽛
平
安
時
代
に
於
け
る
法
華
超
八
の
思
想
と
そ
の
胚
胎
ᴷ

法
華
至
上
思
想
の
擡
頭
ᴷ
⽜⽝
日
本
佛
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
⽞
上
巻
、
一

九
三
頁
ᴷ
二
一
九
頁
、
三
省
堂
。

深
浦
正
文
［
一
九
五
四
］⽝
唯
識
学
研
究
⽞、
永
田
文
昌
堂
。

前
川
建
一
［
一
九
九
五
］⽛
円
珍
⽝
法
華
論
記
⽞
の
引
用
文
献
ᴷ
未
詳
文
献
の
解

明
を
中
心
に
ᴷ
⽜⽝
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
⽞
三
、
八
九
頁
ᴷ
一
〇
三
頁
。

前
川
健
一
［
二
〇
〇
二
］⽛
円
珍
⽝
法
華
論
記
⽞
の
法
華
思
想
ᴷ
⽛
釈
序
品
⽜
に

於
け
る
⽝
法
華
玄
賛
⽞
批
判
を
中
心
に
ᴷ
⽜⽝
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
⽞
一

八
、
三
頁
ᴷ
二
一
頁
。

前
川
健
一
［
二
〇
〇
四
］⽛
円
珍
⽝
法
華
論
記
⽞
の
法
華
思
想
（
二
）
ᴷ
⽛
釈
方

便
品
⽜
に
於
け
る
⽝
法
華
玄
賛
⽞
批
判
（
一
）⽜⽝
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
⽞

二
〇
、
八
三
頁
ᴷ
九
六
頁
。

前
川
健
一
［
二
〇
〇
五
］⽛
円
珍
⽝
法
華
論
記
⽞
の
法
華
思
想
（
三
）
ᴷ
⽛
釈
方

便
品
⽜
に
於
け
る
⽝
法
華
玄
賛
⽞
批
判
（
二
）⽜⽝
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
⽞

二
一
、
四
一
頁
ᴷ
五
二
頁
。

水
上
文
義
［
二
〇
〇
八
］⽛
智
証
大
師
円
珍
の
仏
身
論
⽜⽝
台
密
思
想
形
成
の
研

究
⽞、
一
〇
七
頁
ᴷ
一
四
四
頁
、
春
秋
社
、（
初
出
：［
一
九
八
九
］⽛
智
證
大

師
圓
珍
の
佛
身
論
ᴷ
菩
提
場
經
略
義
釋
を
中
心
に
⽜⽝
智
證
大
師
研
究
⽞、
六

五
三
頁
ᴷ
六
七
三
頁
、
天
台
寺
門
宗
智
證
大
師
壹
千
百
年
御
遠
忌
局
／
［
一

九
九
六
］⽛
智
証
大
師
円
珍
に
お
け
る
法
身
大
日
如
来
⽜⽝
天
台
學
報
⽞
三
八
、

五
一
頁
ᴷ
五
八
頁
）。

七
六


